


訓練の目的

地震・豪雨・暴風雨・その他特殊災害の

非常災害に備えて、迅速かつ的確な防災活

動が実施できるよう、防災関係機関が大村

市地域防災計画に基づく防災訓練を行い、

各関係機関相互の密接な連帯の下に、有事

に際し即応できる体制を確立し、あわせて

市民の防災意識の高揚を図ることを目的と

します。
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平
成
ロ
年
8
月
紅
白
午
後
日
時
大
型
で
猛
烈

な
台
風
の
接
近
に
よ
り
大
村
市
で
は
、
災
害
警

戒
本
部
を
設
置
し
、
大
村
市
消
防
団
全
分
団
に

非
常
招
集
を
か
け
管
轄
区
域
の
巡
回
巡
視
を
指

示
す
る
と
と
も
に
、
諌
早
土
木
事
務
所
・
大
村

消
防
署
・
大
村
妻
小
署
及
び
本
市
に
在
る
3
自

衛
隊
と
連
絡
を
と
り
台
風
に
備
え
て
い
た
。

明
け
て

9
月
1
日
午
前
3
時
に
は
、
台
風
の

暴
風
圏
に
は
い
り
、
猛
烈
な
台
風
と
時
間
雨
量

却
ミ
リ
を
超
え
る
大
雨
に
よ
り
、
市
内
各
所
で

道
路
の
冠
水
・
小
規
模
な
崖
崩
れ
・
電
線
の
断

線
等
が
始
ま
っ
た
。

夜
が
明
け
、
午
前
6
時
に
は
各
消
防
分
団
・

各
出
張
所
か
ら
防
災
無
線
に
よ
り
多
く
災
害
発

生
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
な
か
、
午
前
6
時
日

分
橘
湾
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
7
の

地
震
が
発
生
、
大
村
市
で
は
震
度
4
を
観
測
、

震
度
と
し
て
は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
が
、
雨

に
よ
り
軟
弱
に
な
っ
て
い
た
崖
地
等
の
崩
壊
に

よ
り
道
路
の
寸
断
・
土
砂
崩
れ
に
よ
る
家
屋
の

倒
壊
・
人
身
の
生
き
埋
め
及
び
建
物
火
災
が
発

生
、
ま
た
電
気
・
電
話
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ

イ
ア
ラ
イ
ン
の
寸
断
や
大
風
・
大
雨
に
よ
り
漁

船
の
追
突
火
災
も
発
生
し
た
。

こ
の
た
め
、
大
村
市
長
は
午
前
6
時
加
分
大

村
市
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

市
職
員
の
非
常
招
集
・
全
消
防
団
員
非
常
招
集

.
自
衛
隊
へ
の
派
遣
要
請
及
び
全
防
災
機
関
に

対
し
、
出
動
と
支
援
要
請
を
行
っ
た
。

ま
た
そ
の
後
の
情
報
で
、
萱
瀬
地
区
・
西
大

村
地
区
の
一
部
で
住
宅
等
に
大
き
な
被
害
も
出

て
い
る
こ
と
が
判
明
、
救
助
活
動
を
迅
速
に
行

う
た
め
富
の
原
地
区
に
現
地
対
策
本
部
も
併
せ

て
設
置
し
た
。
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ー
、
災
害
発
生
情
報
伝
達
訓
練

大
村
市
災
害
対
策
本
部
か
ら
各
防
災
機

関
へ
の
災
害
派
遣
要
請
通
報
訓
練
。

2
、
非
常
参
集
訓
練

災
害
対
策
本
部
長
が
市
職
員
の
第
3
配

備
を
決
定
。
市
職
員
の
災
害
対
策
本
部
入

り
を
命
じ
、
職
員
が
参
集
す
る
訓
練
。

3
、
訓
練
概
要
広
報

訓
練
想
定
の
広
報
、
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
発
表
、
訓
練
参
加
機
関
等
の
発
表
。

4
、
避
難
勧
告
の
発
表
・
報
道
要
請
訓
練

災
害
対
策
本
部
広
報
班
か
ら
各
報
道
機

関
に
対
し
、
避
難
勧
告
の
報
道
要
請
訓
練
。

5
、
非
常
食
の
炊
き
出
し
及
び
配
給
訓
練

災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
住
民
や
復
旧

作
業
す
る
人
々
に
対
し
て
非
常
食
を
炊
き

出
し
配
給
す
る
訓
練
。
(
会
場
の
皆
様
に

も
配
給
し
ま
す
。
)

6
、
防
災
コ
ー
ナ
ー

煙
・
地
震
体
験
・
応
急
手
当
コ
ー
ナ

ー
、
災
害
の
記
録
写
真
展
示
、
災
害
時
の

携
帯
品
展
示
。

7
、
避
難
訓
練
・
避
難
誘
導
訓
練

警
察
や
消
防
団
の
誘
導
で
被
災
者
を
避

難
場
所
ま
で
避
難
さ
せ
る
訓
練
。

8
、
ヘ
リ
に
よ
る
被
災
状
況
偵
察
・
統
監

及
び
各
機
関
の
長
の
現
地
対
策
本
部
入
り

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
被
害
状
況
を
偵
察
し

報
告
す
る
訓
練
。
統
監
並
び
に
各
機
関
の

長
が
現
地
対
策
本
部
に
入
り
指
揮
を
と
る
。

9
、
非
常
無
線
通
信
訓
練

電
話
回
線
の
寸
断
を
想
定
し
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
や
自
衛
隊
の
無
線
で
災
害
現
場

と
対
策
本
部
の
通
信
を
確
保
す
る
訓
練
。

叩
、
崖
崩
れ
に
伴
う
家
匿
の
倒
壊
・
埋
没

車
両
か
ら
の
救
助
訓
練

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
山
間
部
倒
壊
家
屋
を

捜
索
・
発
見
し
、
救
助
隊
を
発
煙
筒
で
誘
導
。

被
災
者
を
救
助

・
傷
病
者
を
応
急
救
護

所
へ
搬
送
。

車
両
火
災
消
火
訓
練
、
防
疫
訓
練
の
実
施
。

刊
、
ガ
ス
管
応
急
復
旧
訓
練

災
害
に
よ
り
都
市
ガ
ス
本
管
の
折
損
を

相
怠
止
し
、
緊
急
復
旧
す
る
訓
練
。

也
、
水
道
管
応
急
復
旧
訓
練

災
害
に
よ
り
水
道
本
管
の
折
損
を
想
定

し
、
緊
急
復
旧
す
る
訓
練
。

目
、
緊
急
送
電
訓
練

災
害
に
よ
り
損
傷
し
た
電
柱
や
電
線
の

復
旧
訓
練
。

件
、
堤
防
損
壊
防
止
緊
急
工
事
訓
練

河
川

・
海
岸
堤
防
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

矢
板
を
打
ち
込
み
補
強
。

旬
、
水
防
工
法

河
川
の
越
水
や
高
潮
を
防
ぐ
「
土
の
う

積
工
法
」

・
「
せ
き
板
工
法
」
の
訓
練
。

旬
、
飲
料
水
供
給
訓
練

上
水
道
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
緊

急
供
給
訓
練
。

行
、
高
層
ビ
ル
救
助
・
救
出
・
消
火
訓
練

は
し
ご
車
に
よ
る
高
層
ビ
ル
か
ら
の
救

出
・
消
火
訓
練
。

泊
、
初
期
消
火
訓
練
(
油
・

L
P
G火
災

想
定
)

油
・
天
ぷ
ら
・

L
P
G火
災
を
想
定
し

消
火
器
等
に
よ
る
初
期
消
火
の
訓
練
。

旬
、
建
物
火
災
消
火
訓
練

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
と
消

防
団
の
軽
可
搬
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
に
よ

る
消
火
訓
練
。

初
、
大
規
模
油
火
災
消
火
訓
練

化
学
消
防
車
に
よ
る
、
油
火
災
消
火
訓
練
。

引
、
道
路
応
急
百
開
・
緊
急
物
資
輸
送
訓
練

緊
急
物
資
輸
送
路
確
保
の
た
め
に
焼
失

家
屋
の
撤
去
を
行
う
。

訓
練
パ
ト
カ
ー
の
先
導
に
よ
り
、
自
衛

隊
ト
ラ
ッ
ク
で
緊
急
物
資
輸
送
訓
練
を
行

予つ
。

辺
、
山
林
火
災
消
火
訓
練

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
か
ら
の
山

林
火
災
消
火
訓
練
。

お
、
船
舶
火
災
消
火
・
救
助
訓
練

船
舶
火
災
を
想
定
し
、
消
火
訓
練
を
行
う
。

白
、
一
斉
放
水

大
規
模
火
災
を
想
定
し
、
大
村
市
消
防

回
目
個
分
団
に
よ
る

一
斉
放
水
訓
練
。

お
、
報
道
機
関
に
対
す
る
災
害
情
報
伝
達

訓
練被

災
状
況
を
随
時
報
道
機
関
へ
伝
達
し
、

災
害
情
報
を
提
供
す
る
訓
練
。

ん~三与十
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参
加
機
関
お
よ
び

協
力
団
体
(
順
不
同
)

1
県
央
消
防
本
部
・
大
村
消
防
署

2
大
村
市
消
防
団

3
長
崎
県
消
防
防
災
課
(
長
崎
県
防
災
航
空
隊
)

4
長
崎
県
警
察
本
部
機
動
隊

5
長
崎
県
警
察
交
通
機
動
隊

6
大
村
警
察
署

7
海
上
自
衛
隊
第
沼
航
空
群

8
陸
上
自
衛
隊
第
日
普
通
科
連
隊

9
陸
上
自
衛
隊
第
7
高
射
特
科
群

叩
陸
上
自
衛
隊
第
4
施
設
大
隊

日
陸
上
自
衛
隊
第
4
飛
行
隊

ロ
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

日
自
衛
隊
長
崎
地
方
連
絡
部
大
村
募
集
事
務
所

比
大
村
市
町
内
会
長
連
合
会
及
び
関
係
町
内
会

日
各
自
主
防
災
組
織

日
大
村
市
医
師
会

口
国
立
長
崎
中
央
病
院

路
大
村
市
立
病
院

四
九
州
電
力
(
株
)
大
村
営
業
所

却
長
崎
県
建
設
業
協
会
大
村
市
部

担
大
村
市
管
工
業
協
同
組
合

辺
九
州
ガ
ス
(
株
)
大
村
支
庖

お
大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

M
大
村
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

お
大
村
市
連
合
婦
人
会

お
大
村
市
身
体
障
害
者
連
合
会

幻
長
崎
県
交
通
局
大
村
営
業
所

お
各
報
道
機
関

mm
大
村
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

却
日
赤
無
線
奉
仕
団
大
村
分
団

担
大
村
市
漁
業
協
同
組
合

認
大
村
遊
魚
組
合

お
大
村
市
水
道
局

担
大
村
市
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叩

新
幹
線
長
崎
ル

i
ト
早
期
着
工
を
目
指
し
て

W

l
フ
リ
l

ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
試
験
走
行
を
視
察

i

M
M

地
域
の
発
展
に
向
け
て

打

i

長
崎
新
幹
線
建
設
期
成
会
ほ
か
合
同
総
会
開
催

|

-4-

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
「
長
崎
新
幹
線
建
設
」
「
長
崎

県
鉄
道
整
備
促
進
」
「
長
崎
国
際
空
港
整
備
促
進
」
「
長
崎

テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
誘
致
促
進
」
の
四
期
成
会
合

同
総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
期
成
会
は
、
長
崎
県

の
交
通
網
を
整
備
し
、
地
域
発
展
の
基
盤
を
強
化
す
る
目

的
で
、
県
内
市
町
村
、
各
種
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
総
会
で
は
、
長
崎
新
幹
線
の
早
期
開
業

な
ど
を
要
望
し
た
決
議
案
が
各
期
成
会
か
ら
出
さ
れ
、
満

場
の
拍
手
に
よ

っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
や
音
成
市
議
会
議
長
ら
引
名
は
九
州
新
幹
線
長
崎
ル

l
卜

で
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
フ
リ
l
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
(
軌
道
可
変
電
車
)

の
走
行
試
験
な
ど
を
視
察
す
る
為
、
「
長
崎
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

試
験
現
地
調
査
団
」
(
団
長
林
県
議
会
議
長
)
を
結
成
し
、
米
コ
ロ
ラ

ド
州
ブ
エ
ト
口
の
鉄
道
使
節
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

同
施
設
で
は
実
際
に
試
験
車
両
に
搭
乗
、
そ
の
後
、
実
験
セ
ン
タ
ー
で

ビ
デ
オ
を
使
っ
て
経
過
や
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
調
査
団

と
の
真
剣
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
の
早

期
実
現
の
た
め
に
は
フ
リ
ー
ゲ
l
ジ
ト
レ
イ
ン
は
不
可
欠
」
と
再
認
識
し

て
帰
国
し
ま
し
た
。
今
後
、
政
府
は
じ
め
関
係
者
へ
積
極
的
に
陳
情
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

1 i， フリーゲージト レインとは.新幹線の標準軌
..... " 道 (1，435mm)と在来線の狭軌 (1，067m m)
可 との聞を 自由に連絡できる画期的な新技術

で、 長崎ルー トの従来のスーパー特急 (200K

m/h狭軌)では、長崎から武雄までを新幹
線鉄道規格新線 (軌道幅は在来線と同じ)と
して建設し、武雄から博多までは在来線を活
用し、博多からは新幹線に乗り換える必要 が
あった。しかし、フリ ーゲージトレインの乗
り入れが出来れば¥長崎から武雄まで新幹線
軌道を最初から設置するこ とが可能となり 、
武雄 ・博多聞も乗り継ぐ必要性がなくなり、
スピー ドアップと将来全線フルで整備した際
の経費的な問題も解消できる。

胤
元
気
に
育
て
池
の
鯉

i

i
池
田
貯
水
池
改
良
工
事
完
成

l

長
い
間
、
農
業
用
た
め
池
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
池
田
の
堤
。
平
成

叩
年
か
ら
は
、
工
業
用
水
道
の
池
田

貯
水
池
と
し
て
の
整
備
改
良
事
業
が

始
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
か
ら
「
貯
水
池
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
大
い
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
手
で
、

竣
工
記
念
表
示
板
の
除
幕
式
、
鯉
の

稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

的

虎
島
防
衛
庁
長
官
を
表
敬
訪
問

第
二
次
森
内
閣
で
地
元
選
出
の
国
会
議
員
虎

島
和
夫
氏
が
、
防
衛
庁
長
官
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。大

村
市
に
と
っ
て
待
望
の
大
臣
誕
生
で
、
市

庁
舎
な
ど
に
就
任
を
祝
う
懸
垂
幕
を
掲
げ
祝
福

し
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
、

8
月
9
日
市
ヶ
谷
の
防
衛

庁
長
官
室
に
虎
島
長
官
を
表
敬
訪
問
し
、
就
任

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

長
官
と
市
長
は
し
ば
ら
く
防
衛
問
題
に
つ
い

て
話
を
し
た
後
、
市
長
は
国
道
引
の
号
大
村
拡
幅

の
早
期
整
備
を
陳
情
し
ま
し
た
。
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市
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

打

!

大
村
市
消
防
団
憂
季
特
別
教
養
訓
練

|

大
村
市
消
防
団
夏
季
特
別
教
養
訓
練
が
、
防

災
セ
ン
タ
ー
及
び
森
園
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

ー
レ
れ
~
。

甲
斐
田
市
長
は
、
「
何
ご
と
も
基
本
的
な
知
識
の

習
得
や
訓
練
が
重
要
で
す
。
日
頃
の
訓
練
が
、

市
民
の
み
な
ら
ず
、
自
分
自
身
の
安
全
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
今
日
一
日
充
実
し
た
訓
練
を
し

て
ほ
し
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
団
員
は
、
午

前
中
は
、
火
災
防
御
な
ど
の
一

「
l

l

}
一

般
教
養
の
講
義
、
午
後
か
ら
は
、

一
一

B

グ
ラ
ン
ド
で
、
ホ
ー
ス
延
長
の

要
領
な
ど
の
基
礎
的
な
訓
練
に

-

熱
心
に
取
り
組
み
、
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

お
高
齢
者
の
活
動
の
場
に

w
i伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
館
オ
ー
プ
ン

|

「
伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
館
」
が
完
成
し
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
自
室
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が

集
い
、
趣
昧
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、

要
介
護
化
の
予
防
と
生
き
が
い
対
策
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。
施
設
内
は
、
車
い
す
対
応

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
で
、
洋
室
、
和
室
、

調
理
室
、
ト
イ
レ
、
カ
ラ
オ
ケ
セ

ッ
ト
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
甲
斐
田
市
長
は

「
今
後
は
設
備
等
を
も
っ
と
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
く
の
で
楽
し
く
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

必
世
界
ヘ
届
け
大
村
の
声

i

|
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

i

前
夜
か
ら
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ

!
ハ

ッ
ト
お
お
む
ら
で
聞
か
れ
た
「
N
H

K
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
に
は
、
約

3
干
5
百
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
も
早
起
き
し
て
、
白
い
ス
ポ

ー
ツ
服
姿
で
参
加
し
、
「
大
村
の
元
気
な
声

を
、
日
本
中
そ
し
て
世
界
中
へ
と
届
け
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
口
、ビ
ー
に
ま

で
あ
ふ
れ
た
大
勢
の
市
民
の
声
は
、
早
朝

に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

旨

れ

、
な
う

る

さ

に

要
な

へ

あ

記
標
必
重
飢

F

ば
J

毛
市
J

真

f

要
も
勧

市川

一示
削
付

必
院
の
U
K
信
一
い
解

が
伊
そ
封
の
招
理

示
条

、2
2

証
り
ご

掲
市

も
ふ
録
取
を

の
当

に
引

登

の
と

証

、
面
し

、
明
こ

録
り

裏
と
は
証
な

一司
半

萱
お
の
応
に
鑑

要

と

弘

、

て
証
対
合
印
、、

wj
l~
ザ

は
れ
録
初
場

。
が一

~
ハ
山
本
山

献
前

A
町
一

M
討
批

川
人
、
け

の
明
す

-ふ
さ

り
り

ぺ加

川

U

稽
に
忠
商
日
開
問
明

v

は
も
が

回
齢
い
が
れ
一
白
・
え

い

v
m
州
市
鷹

鑑
省

て
ま
書
伝
厳

y

い
ト
ド
明

印
治

れ
い
明
を
に

一誌晴
A

J自
さ

て
証
旨

え

「
市

信

え

↓↓ふ

キ

/

⑬

国

---

弓
ん日合ぁ

、
菌

、
か
.
-

私

M
四

一

-国吉宮野署

・官製はがき・ 封書
・ 「市民の声ファッ クスJFax54-6600 
・ [市長さんこんにちは」

(投書箱.市役所、各出張所に設置)
などを利用 して次の事項を記入のう え、
送っ てくださ い。
G:質問事項 ~住所 ・ 氏名 ・電話番号

PI.i証明をとる際、身分証明できるものと、印鑑(証
々回!て#、の1がふぷの1:: 印鑑証明をとるこ とがで

手で家までカ ー ドをとりに行
リり該当する印鑑を持ちなが

宮本当におかしいと思う 。

-民ヨJ~司園面i・æ函a・

〒856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さん lはいっリ 係
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大
村
市
長

官
1

美
宙
菌
、乏



市民の生活環境の

向上を目指して
県知事ヘ要望

本
市
は
、
空
港
、
高
速
自
動
車

道
な
ど
高
速
交
通
体
系
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
人
口
も
順
調
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
地
方
拠
点
都
市
地
域
」

や
「
輸
入
促
進
地
域
」
な
ど
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
特
に

重
要
な
施
策
地
域
と
し
て
、
今
後

益
々
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
更
な
る
生
活
環
境
の

向
上
と
市
政
浮
揚
を
図
る
た
め
、

7
月
日
目
、
甲
斐
田
市
長
、
音
成

市
議
会
議
長
な
ど
が
金
子
県
知
事

に
対
し
て
、
次
の

4
項
目
を
要
望

し
ま
し
た
。

1.
幹
線
道
路
の
早
期
整
備
に
つ
い
て

①
一
般
国
道
弘
号
大
村
拡
幅
は
平

成
3
年
度
に
事
業
化
が
決
定
さ
れ
、

一
部
暫
定
拡
幅
及
び
交
差
点
改
良

工
事
が
始
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

通
常
時
で
も
通
行
に
支
障
を
き
た

し
、
市
民
生
活
の
み
な
ら
ず
県
全

体
の
経
済
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
な
お
一

一層

の
事
業
推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

②
都
市
計
画
道
路
久
原
梶
ノ
尾
線

は、

一
般
国
道
弘
号
の
渋
滞
緩
和

や
災
害
対
策
上
か
ら
も
バ
イ
パ
ス

的
機
能
を
有
す
る
重
要
な
道
路
で

す
。
現
在
、
久
原
工
区
(
県
事
業
)
、

須
田
ノ
木
工
区
(
県
事
業
)
及
び

武
部
工
区
(
市
事
業
)
を
施
工
中

で
あ
り
、
本
路
線
の
早
期
整
備
を

図
る
た
め
、
各
工
区
の
早
期
完
成

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

③
大
村
市
と
鹿
島
市
を
結
ぶ

一
般

国
道

4
4
4
号
は
、
平
成
日
年
3

月
に
全
線
開
通
し
、
長
崎
県
・
佐

賀
県
は
も
と
よ
り
福
岡
県
ま
で
の

主
要
幹
線
道
路
と
し
て
、
西
九
州

地
域
の
産
業
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
部
の
未
改
良
区
間
で
は
交
通
事

故
も
発
生
し
、
特
に
朝
夕
の
通

勤
・
通
学
時
に
は
混
雑
し
て
危
険

な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

未
改
良
区
間
の
早
期
改
良
に
つ
い

て
要
望
し
ま
し
た
。

2.
長
崎
県
衛
生
環
境
研
究
セ
ン
タ

ー
(
仮
称
)
の
「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

ー
ク
」
へ
の
設
置
に
つ
い
て

現
在
、

「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク」

に
は
長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

(
財
)
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
公
的
研
究
・
支
援
機

関
の
他
に
コ
マ
ツ
電
子
金
属
側
を

は
じ
め
と
す
る
ハ
イ
テ
ク
関
連
企

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
が
、
更
に

移
転
計
画
が
あ
る
長
崎
県
衛
生
環

境
研
究
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
の
設

置
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
機
関
を
集
積
す

る
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
、
現
在
立

地
し
て
い
る
ハ
イ
テ
ク
企
業
や
誘

致
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
崎
県
の
科
学
技
術
、
環
境
技
術

の
前
進
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

3.
長
崎
県
工
場
等
設
置
特
別
奨
励

措
置
要
綱
の
克
直
し
に
つ
い
て

4
.
J
R
大
村
線
の
拡
充
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
対
し
て
、

県
知
事
か
ら
は
、

1.

国
道
鈎
号
大
村
拡
幅
に
つ
い

て
は
、
大
村
高
校
か
ら
市
役
所
ま

で
の
区
間
は
用
地
買
収
は
終
了
し

て
お
り
、
遺
跡
調
査
が
順
調
に
進

め
ば
そ
う
遠
く
な
い
内
に
完
成
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
久
原
梶
ノ
尾
線
に
つ
い

て
は
、
久
原
工
区
は
進
捗
率
が
約

ω
%
、
須
田
ノ
木
工
区
は
平
成
時

年
度
ま
で
に
は
完
成
す
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
道

4
4
4
号
の
改

良
に
つ
い
て
も
更
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

2
.

長
崎
県
衛
生
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー
(
仮
称
)
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
建
替
え
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
建
替
え
の
時
期
に
つ
い

て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、

総
合
的
に
考
え
な
が
ら
検
討
し
て

いザ。
。

3
圃

工
場
の
立
地
に
つ
い
て
は、

精

一
杯
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
る
と
同
時
に
県
内
企
業

を
興
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
い
ろ
い
ろ
な
企
業
で
技
術
は

6-

持
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
充
分

に
販
売
、
資
金
面
で
自
分
達
の
力

で
は
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
な
い
、

そ
う
い
っ
た
企
業
が
た
く
さ
ん
県

内
に
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
企
業
を

バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

4
.

J
R
大
村
線
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
県
と
し
て
も
J

R
と
の
協

議
を
し
ま
す
が
、
電
化
す
る
と
莫

大
な
事
業
費
を
要
し
、

J

R
の
負

担
で
は
重
く
、
ま
た
公
共
で
も
な

か
な
か
難
し
い
問
題
も
あ
り
、
国

の
事
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
ど
と
、
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る

国
道
担
号
大
村
拡
幅
や
久
原
梶
ノ

尾
線
の
早
期
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

県
知
事
か
ら
前
向
き
な
回
答
を
得

ま
し
た
。



f社会を明るくする運動j
青少年の非行防止講演会、申学・高校生(大村・東彼杵地区)

弁論大会

全国的に17歳による凶悪事件が多発し、大村市内においても、シンナ一・万引き・暴

力等が増加傾向にあります。

大会では、 「青少年非行の現状と対策」と題して、長崎県警察本部少年課少年サポー

トセンターの補導員による講演がシーハットおおむらのさくらホールでありました。

また、中学・高校生(大村・東彼杵地区)弁論大会もあわせて実施され、校内予選を

勝ち抜いた12人の生徒たちが、約450人の聴衆を前に、友情や命の大切さなどのテーマ

に沿って、それぞれ熱弁を振るいました。

審査結果は次のとおりです。(敬称略)

O中学生の部

最優秀賞坂口 梓(千綿中学校 3年)

優秀賞上野真理子(西大村中学校3年)

戸島 遥(大村中学校3年)

中島 宏子(玖島中学校3年)

O高校生の部

最優秀賞佐藤真希子(向陽高等学校3年)

優秀賞永測道子(大村城南高等学校2年)

各最優秀賞者は、 7月27日に佐世保市で開催

された県大会に出場し、おふたりともに、優秀

賞を受賞されました。

秋の交通安全運動 高齢者のための交通安全10の心得

①どこでもわたらない。

九1-30
『高齢者守る一声交差点J
.高齢者の交通事故防止

-チャイルドシート、シートベルト着用

の徹底
・二輪車の交通事故防止

夕暮れ時には、早めに点灯しましょう 。

雨・曇天時は、終日点灯しましょう O

清掃センターからのお知らせ
-D:; ..... ~;画面講望叫司監ヨi買~Uj周回医長~三-

平成13年4月から指定袋によるごみの収集 (燃えるごみ)が始

まることにともない、大村市指定袋の取り扱い屈を募集します。

応募資格

1.大村市内に小売届舗を有し、屈主も しくは従業員が常駐して

いるもの。

2.指定袋の販売を希望する町内会。

申込方法 申込用紙に必要事項を記入して、清掃課に提出してく

ださい

募集期間 10月2日 (月)-31日 (火)

※申込用紙は、各出張所、市役所環境保全課および清掃課に用意

しています。

地域情報化推進会議を発足

e信号のある場所でわたる。
③横断中も周囲に気配り 。
④見えない所でわたらない。
⑤わたる前に左と右をしっかり見る O

⑥遠くにいても車ははやい。
⑦夜の外出、忘れず反射材。
③酒に酔ったら外出歩行をひかえる。
⑨交差点、 一時停止でしっかり確認。
⑩夜の自転車は、必ずライトを点灯し、

反射器もきれいに。

-611画面浬温U_Z'~JJ暦ヨ~・E李主主主主主宮・・

ごみとリサイクルに興昧のある人や、ごみの分別方法がよく理

解できていない人などのために、清掃センターの職員が、リサイ

クルや焼却炉などの施設の説明などを交えた講座を聞きます。

日 時 9月8日 (金)、 22日(金)午後 6時30分-8時

場 所清掃センタ一大会議室

内 容 「その他プラスチック容器」の分別について

募集人員毎回 50人(先着順)

申し込み 清掃課へ電話で申し込んでくださ p。

※ 「ごみ出しガイドJを持参してください。

10月から来年3月までは、毎月第 2金曜日に開催していき ます。

①②とも・申し込み・問い合わせ 大村市清掃課 n54-3100 

大村市は、地域情報化の推進のため 8月8日、甲斐田市長を本部長とする 「地域情報化推進会議」を設置しました。地域における高

度情報化がめまぐるしく変化している昨今では、地方自治体は一層適切な業務の対応が求められています。これからは、インターネッ

ト、ケーブルテレビなどを利用し、地域のネットワーク化を図るなど、より早く情報を樹共できるよう整備していきます。
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市職員の給与を公表します

本市には、平成12年 4月1日現在で、 1，008人の

職員が在職していますが、これには病院事業294人、

競艇事業33人など特殊な事業に勤務する職員もす

べて含まれてい ますので、同規模の都市に比べて

職員数が多くなっています。

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、
通

勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
学
歴

・

経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、
条
例
で
定

め
ら
れ
た
給
料
表
(
行
政
職
、
教
育
職
、

医
療
職
付

、
口

、
臼

の
5
種
類
が
あ
り

ま
す
。
)
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

大
別
し
て
定
期
昇
給
と
給
与
改
定
が
あ

り
ま
す
。
定
期
昇
給
は
、

1
年
間
良
好

な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き

l
号
給
上
位

へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
給
与
改
定
は
、
給
与
の
専
門
的

機
関
で
あ
る
人
事
院
が
毎
年
4
月
l
日

現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比
を
し
て
、

差
が
あ
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
人
事
院

勧
告
を
尊
重
し
て
実
施
さ
れ
る
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
給
与
の
改

定
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

口一
一腕

1
ノ

一，

ay
一
円
口
l¥

算
一
帳
一
目
む

博

一泊一

一川

ω

=
:
j
'
 

会

一基
一
坪

M

畑
中
一
塁
胤

1
4

佳

一位
一平

費
一
一

件

一分
一

人
一
一

)

一区
一

人件費率 (B/A)人件費 (B)歳出額 (A)

15.4% 5，304，171千円34，460，777千円平成11年度

表(1)

財政的な面から職員の給与等を見
たもので、平成11年度決算での普通
会計において人件費が歳出に占める

割合を示したものです。人件費には
特別職の報酬や共済組合の事業主負
担金なども含まれています。

表(2)

平成12年度予算から見た職員1人
あたりに要する経費を見たものです。

分区

区分
一 般行政職

初任給 採用2年経過日給料月額

大学卒 174，400円 188，900円

高校卒 141，900円 151，800円

平成12年度

表(3)(4) (3)平均給料 月 額 お よ び 平 均 年 齢 (4) 初任給 (平成12年4月 1日現在)

一般行政職の平均給料と初任給の (平成12年4月1日現在)

状況を示したものです。 (一般行政| 一 般行 政 職

職とは一般事務職、建築や土木なと| 平均給料月額 | 平均年齢
の技術職などをいいます。)

351，000円 41.2歳

経験年数20年

386，600円

322，900円

、、，ノ
在現

↓
口
〕
一

1
-

月
一
年

4
一日

年
一
数

ロ

一年

或

一験

罰

一経

〆
f
h

、

322，900円

269，100円

表(5) 5) 経験年数別圃学歴別平均給料月額

職員が学校卒業後すぐに採用され| 区 分 | 経験年数10年
た場合の経験年数別の給料月額を示 E

したものです。

211，300円

269，100円

表(6)

一般行政職の職員を給料表上の級
別に見たものです。級別区分は、部
長は 8級、課長は 8-7級、課長補

佐は 6級、係長は 6-5級、主査は
6-4級、吏員は 3-2級、事務員、

技術員は 2-1級となっています。

(7)職員手当の状況
期末・勤勉手当 退 職 手 当

(11年度支給割合) (支給率)

期末手当 勤勉手当 自己の都合による退職 定年による退職

6月期 1.6月分 0.6月分 勤続20年 21月分 28.875月分
12月期 1.9月分 0.6月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分
3計月期 0.25月分

3.75月分 1.2月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

職務上の段階、職務の 最高限度額 60月分 62.7月分
級等による加算措置 有

表(7)

期末勤勉手当は、 一般にボーナス
と言われているもので、給料月額に
同表の支給割合を乗じた額が支給さ

れます。
退職手当は、退職時の給料月額に

一定の支給率を乗じた額が支給され
ます。支給率は勤続年数と退職の事
由によって異なりますが、ここには

その一部を掲げています。

[注]表 (3)、(4)、(5)、(6)は平成12年の給与実態調査により掲げています。
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表(8)

市長など三役の給料および市議会
議員の報酬を示したものです。この
報酬などは、市内の各種団体の代表
者で構成された特別職報酬等審議会
の答申に基づいて、市議会で決定さ
れ、平成 9年 1月1日に改定された
ものです。



表(9)

職員を部門別に分類し、昨年との人員の増減を示し

たものです。

[注] 表 (9)は平成12年の定員管理調査により掲げ、て

いますが、合計職員数には定員管理調査上計上され

る教育長 (1人)を含んでいます。

職員数は一般職に属する職員数であり 、地方公務

員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、

臨時文は非常勤職員を除いています。

区 タ} 職 員数 対前年

門 平成11年平成12年 増減数
主な増減理由

議 ィzEz、 9 9 O 
総務企画 127 132 十 5 契約 ・検査業務の一元化等による
税 務 36 36 O 

般
民 生 106 105 1 保育所廃止、介護保険スタッフ充実による
律? 生 62 67 + 5 環境業務、 老人保健福祉業務のスタップ充実による

イ'丁ー 労 働 O O O 
農林水産 40 40 O 

政 商 工 17 17 O 
土 木 49 46 3 業務委託、契約 ・検査等業務の減による

言，- 446 452 + 6 

特別行政
教 育 112 112 O 

112 112 O 

普通会計計 558 564 + 6 

営量等公会計入

病 院 289 294 + 5 看護婦欠員補充による

水 道 55 55 O 
下水道 44 43 1 業務見直しによる

その 他 52 53 + 1 介護保険施行に伴う国保事業スタップ充実による

計 440 445 + 5 

A口、 計 998 1，009 + 11 

(9)職員数の状況

部門別職員数の状況 (各年4月1日現在)

( 

地方自治法第199条第12項の規定に基づき、平成11年

度定期監査報告に対する措置状況(平成12年 7月31日

現在)を公表します。

平成12年 9月1日

大串近 男

五反田良二

大村市監査委員

大村市監査委員

・

一一公材
査
同

監

措
置
状
況
の
公
表
と
は

監
査
委
員
が
行
っ
た
監
査
の
結

果
報
告
に
対
し
て
、
市
長
等
の

執
行
機
関
が
改
善
措
置
を
行

っ

た
と
き
に
、
そ
の
改
善
状
況
を

公
表
す
る
も
の
で
す
。

定
期
監
査
報
告
に
対
す
る
措

置
状
況

(
財
務
事
務
監
査
)

観

光

課

。

地
方
自
治
法
第
百
六
十
七

条
の

二
第

一
項
第

一
号
該
当

の
随
意
契
約
工
事
に
お
い
て
、

基
本
決
裁
は
な
さ
れ
て
い
る

も
の
の
契
約
締
結
伺
の
な
い

も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、

適
正
な
事
務
処
理
を
行
わ
れ

た
い
。

V
指
摘
後
是
正
済
み

企
業
立
地
謀

。

行

政

財
産
使
用
料
に
つ
い

て
、
収
納
手
続
の
遅
れ
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、

当
該
使
用
料
は
使
用
許
可
の

際
納
入
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ

て
お
り
、
適
正
な
事
務
処
理

を
な
さ
れ
た
い
。

V

ロ
年
度
か
ら
是
正
し
た
。

社
会
教
育
課

O
平
成

9
年
実
施
の
地
籍
調

査
に
お
い
て
、
西
大
村

コ
ミ

セ
ン
の
地
積
が
登
記
面
積
よ

り
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

が
、
管
財
課
へ
の
地
積
の
増

減
報
告
が
監
査
日
現
在
な
さ

れ
て

い
な
い
の
で
、
適
正
な

事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
。

V
指
摘
後
是
正
済
み

文

化

課

O
行
政
財
産
使
用
料
に
つ
い

て
、
収
納
手
続
の
遅
れ
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、

当
該
使
用
料
は
使
用
許
可
の

際
納
入
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ

て
お
り
、
適
正
な
事
務
処
理

を
な
さ
れ
た
い
。

V

ロ
年
度
か
ら
是
正
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

O
収
納
し
た
現
金
に
つ
い
て
、

指
定
金
融
機
関
等
へ
の
払
込

み
が
遅
延
し
て
い
る
も
の
が

見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
適
正

な
事
務
処
理
を
な
さ
れ
た
い
o

v
指
摘
後
是
正
済
み

。
補
助
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照

明
使
用
料
に
つ
い
て
、
未
収

金
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
当

該
使
用
料
は
使
用
許
可
の
際

納
入
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
未
収
が
生
じ
な
い
よ

う
適
正
な
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

V
ロ

年
度
よ
り
大
村
市
振
興

公
社
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
、

申
請
時
に
使
用
料
を
徴
収
す

る
こ
と
と
し
た
。
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(
工
事
監
査
)

農
村
整
備
課

O
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

で
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
側
塊
に

つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
及
び

塩
分
含
有
量
に
対
す
る
品
質

を
保
証
す
る
パ

ッ
ク
デ

l
タ

の
提
示
が
欠
落
し
て
い
た
。

特
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次

製
品
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
品
質
に
起
因
す
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
の
ひ
び
割

れ
や
崩
落
事
故
が
頻
発
し
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
最
近

の
現
況
や
、
建
設
省
そ
の
他

に
よ
る
数
次
に
わ
た
る
指
導

等
に
鑑
み
、
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
品
質
を
保
証
す

る
パ
ッ
ク
デ

l
タ
(
公
的
試

験
機
関
に
よ
る
も
の
が
望
ま

し
い

。
)
を
提
示
さ
せ
て
安

全
を
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

V
指
摘
後
品
質
を
保
証
す
る

試
験
報
告
書
を
提
出
さ
せ
、

安
全
の
確
認
を
行

っ
た
。



7/8柔道一直線!

第43回長崎県下各地区対抗柔道優勝大会が聞
かれ、県内から集まった9チームが日ごろ鍛え
た技を競い合いました。選手たちは、青い畳の
上ても気合いの入ったかけ声をあげて、 男と男の
真剣勝負に挑んでいました。

8/.イチローにだって
'負けないぞ~

(7/26・鈴田川)

(7/28・郡)11)

鋼 腕鱗(5fぎ3jJZ3)
身近な体験をとおして環境問題に関心を持ってもらう目的で、このイベン 卜
が開催されました。親子づれ、小学生などたくさんの参加者は、磯や川辺に
住む生物の採集や簡単な水質実験、環境に関係したクイズ、 回収したごみの
重さ当てクイズなどで、楽しく環境についての学習をしました。

.. 出届邑 . .../.<1""‘山 .~山岨醐晶由雄噛醐骨7/.ゴールめざして力泳!! 
市内の小学5・6年生による第14回大村市小学生水泳大会
が、桜が原中学校プールで開かれました。夏の強い日差し
を浴びながら、最後までも水しぶきをあげて力泳する選手た
ちに、プールサイ ドから熱い声援が送られていました。

第35回大村市少年ソフトポ jレ大会が市営野球場で開かれ、小
学生11ヲニ ムが熱い戦いを繰リ広げました。選手たちは暑さに
もめげず、力一杯の好プレ を見せていました。

平成12年度全国高等学校総合体育大会 (イン 第35回全日本少年剣道練成大会に出場する天
タ ハイ)に出場する向陽高校剣道部・テニ 真道場チームの皆さん (7/19・市役所)
ス部の皆さん (7/17・市役所)

- 11-

第16回日本小・中・高校生そろばん訪米使節
団に参加する久保志保利さん・川副綾さん ・
山口二千矧 くん・今川|ゆきさん
(7/26・市役所)

〈民

7/.遊びの鉄人大集合!

ワ月22日、シーハットおおむらで「おおむら子どもフェスタJが聞
かれました。
10人11脚競走をはじめ、いろんなゲームやイぺントにたくさんの
子どもたちが挑戦しました。日ごろテレビゲ ムに夢中になってい
る子も、この日ばかりは本来のわんぱくぶりを発揮。遊びの鉄人た
ちにとって、夏休み最初の思い出になリました。

~旬、、九、、ー~ ーー=

第16回わんぱく相撲全国大会に出場する河野 第13回九州学童軟式野球大会に出場する大村
幸太朗 くん・東川勇太くん (7/26・市役所) クラブチーム (7/28・市役所)

夏越きヲり
今年も夏の大イベント「おおむら憂越ま

つり」が開かれ 、延べ20万人の人出でに
ぎわいました。
2.3日のまつり会場は、太鼓の競演、 奉
納演芸、ゆかた納涼コンテストなどの催し
物で、例年以上の盛り上がりを見せました。

また、今年は姉妹都市である兵庫県伊丹
市や秋田県角館町などからの参加もあり、
親しく斐流を深めることができました。

フィ ナ レの夏越総踊りでは、夢楽団と
太鼓の演奏が始まると、松下伊丹市長イ也、
伊丹勢らの親善団も参加しての汗と熱気に
包まれた市民総出の踊リの列が夜遅くまで
続き、祭りの最高潮を迎えました。そして
4日には花火大会があり、 6，000発の花火
が豪快に大村の夜空をこがして祭リをしめ
くくりました。

平成12年度全日本少年武道 (剣道)練成大会
に出場した剣道協会・微神道チーム (7/28・
市役所)
なお、7月30日の大会で両チームとも優勝しま
した。

ー 10
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市内に3年間勤務して、国際交流に大きな役割を果たしていたミゲル・ 1デ・オリべイラさ

ん(ポルトガル)と、力タジーナ ・ブロウドス力さん(力ナ夕、)が、このたびその任期を終えて

帰国しました。

大村でのいろんな経験は、ふたりにとって忘れられない思い出となったことでしょう。

お癒れさまでした。

合月はおふたりから大村市民へのお別れのあいさつを掲載いたします。

ミ
ゲ
ル
・
デ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
さ
ん

市
役
所
の
企
画
調
整
課
に
勤
務
し
、
姉
妹
都
市
で

あ
る
シ
ン
ト
ラ
市
と
の
交
流
業
務
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

講
座
の
講
師
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

私
が
大
村
に
来
て
か
ら
3
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
母
国

に
帰
る
時
が
来
ま
し
た
。

私
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
化

を
伝
え
る
た
め
に
大
村
に
来
ま

し
た
が
、
今
で
は
大
村
の
文
化

に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を

持
ち
か
え
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

一
番
大
切
な
思
い
出
が
何
か
、

区
別
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

国
立
病
院
に
入
院
し
た
時
、
難

し
い
状
況
に
あ
る
人
ほ
ど
、
笑

顔
を
浮
か
べ
て
い
る
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、

将
来
も
心
に
刻
ん
で
お
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
を
前
に
し
て
、
大
村
の

皆
様
に
、
そ
し
て
私
の
心
を
豊

か
に
し
て
く
れ
た
素
晴
ら
し
い

3
年
間
に
、
心
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

皆
様
の
ご
努
力
と
ご
支
援
に

よ
っ
て
、
私
は
日
本
と
い
う
固

に
恋
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全

て
の
恋
物
語
に
は
す
れ
違
い
が

つ
き
も
の
で
す
が
、
喜
び
は
い

つ
も
喜
び
の
方
が
多
く
、
価
値

の
あ
る
こ
と
で
し
た
。

お
別
れ
を
言
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
今
、
悲
し
み
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
熱
烈
な
恋

愛
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ず
、
い

つ
も
心
に
残
る
も
の
で
す
。

「
母
国
に
帰
り
ま
す
。」
と

言
う
よ
り
も
、
「
も
う
ひ
と
つ

の
母
国
に
帰
り
ま
す
。」
と
言

う
方
が
私
の
気
持
ち
に
ふ
さ
わ

し
い
と
思
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

カ
タ
ジ

l
ナ
・
ブ
ロ
ウ
ド
ス
カ
さ
ん

外
国
語
指
導
助
手

(
A
L
T
)
と
し
て
、
市
内
の

中
学
生
の
英
語
力
向
上
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
度
、

3
代
目
の
大
村
市

英
語
指
導
助
手
と
し
て

3
年
間

の
勤
務
が
終
わ
り
、
カ
ナ
ダ
へ

帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
長
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
方
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
市
内
の
各
中
学

生
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
3
年
間

で
し
た
。
私
は
大
村
の
中
学
生

が
大
好
き
で
す
。

3
年
前
は
、
生
活
習
慣
の
違

い
や
、
文
化
の
違
い
で
戸
惑
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
村
人
の

優
し
さ
、
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
、

心
温
ま
る
思
い
で
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
村
で
の

一
番
の
思
い
出
は
、

私
の
生
徒
が
い
た
こ
と
で
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
大
村
を
私
は

決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
度
は
、
皆
様
カ
ナ
ダ
へ
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
ふ
た
り
の
後
任
に
は
、
国
際
交
流
員
と
し
て
ア
ナ
・
メ
ン
デ
シ
ュ
さ
ん
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
サ
マ
ン
サ

・

デ
ュ
ハ

l
ス
ト
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

長
久幅~

よν げ 1;'守 r

大村市国際交流員

ミゲル・オリベイラさん

こ
れ
が
私
の
最
後
の
コ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で

い
る
頃
、
私
は
大
村
に
い
ま
せ
ん
。

圃

最
後
に
、
何
を
書
く
の
か
ず
っ
と

-

3

、

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
帰
国

-
レ

3
ん

前
の
混
乱
と
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
為

-
↑
山
内

に
集
中
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
荷

一

政

物
を
ま
と
め
て
い
る
時
、
き
っ
と

-
A

日
本
が
恋
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
思

圃

い
ま
し
た
。
全
て
の
荷
物
を
持
ち

-
O

か
え
れ
な
く
て
も
、
そ
れ
は
日
本

一

D

で
の

3
年
間
の
思
い
出
を
失
う
こ

園

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-
eu

き
っ
と
、
冬
の
夜
ス
ト
ー
ブ
の

一

A

そ
ば
で
湯
豆
腐
を
食
べ
る
こ
と
が

プ

M

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
1
日
の
仕

-
刊
3
U

事
を
終
え
て
、
寒
い
中
自
転
車

一

M
M

で
帰
宅
し
た
後
、
簡
単
な
湯
豆
腐

-

羽
曳

は
と
て
も
お
い
し
い
夕
食
で
し
た

0
.

E
E

あ
い
に
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
豆

一

g

腐
が
あ
り
ま
せ
ん
。

園
行

4
L

私
は
豆
腐
だ
け
で
な
く
、
日
本

国

i

の
食
事
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
の
で
、

圃

将
来
日
本
食
に
あ
り
つ
く
た
め
の
努
力
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

温
泉
で
の
く
つ
ろ
い
だ
午
後
も
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
温
泉
で
の
私
の
習
慣
は
日
本

人
と
少
し
違
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
は
、

ほ
ん
の
短
い
間
少
し
し
か
お
湯
に
入
り
ま
せ

ん
が
、
私
は
い
つ
ま
で
も
お
湯
に
つ
か
り
ま

し
た
。
皮
膚
は
赤
く
な
り
、
指
の
皮
は
し
わ

し
わ
に
な
り
ま
す
が
、
体
中
が
ゆ
っ
た
り

と
し
た
快
い
感
覚
で
満
た
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
地
区
は
大
変
騒
々
し
く
、

そ
れ
以
外
は
と
て
も
静
か
な
こ
と
が
、
私

に
と
っ
て
の
日
本
の
不
思
議
な
特
徴
で
す
。

私
は
騒
々
し
い
の
が
苦
手
で
、
私
が
名
づ

け
た

「日
本
の
静
寂
」
を
も
、
私
は
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
外
国
に
も
静
か
な
所

は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
と
少
し
異
な
り
、

快
い
静
け
さ
が
な
い
よ
う
で
す
。

国

そ
し
て
大
村
の
人
々
や
、

3
年

目
問
で
で
き
た
友
人
達
を
な
く
し
ま

圃
す
。
大
村
に
来
た
時
誰

一
人
知
り

闇
合
い
は
居
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
回
日
本
人
や
外
国
人
の
親
友
達
と

-
別
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
知
り

四
合
い
と
の
別
れ
は
最
も
辛
い
も
の

と
m

で
す
。
し
か
し
、
私
が
家
族
や
友

ζ

同
人
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
、
い

る

-

つ
も
再
会
で
き
て
い
た
こ
と
に
気

、ぇ

-
付
き
ま
し
た
。
私
は
、
会
え
な
い

伝

一
時
間
を
そ
れ
程
感
じ
る
こ
と
は
な

を

聞
く
、
い
つ
も
付
き
合
い
は
す
ぐ
に

心

目
以
前
と
同
じ
よ
う
に
再
開
さ
れ
、

-
話
も
い
つ
も
の
よ
う
に
溢
れ
出
し

園
ま
す
。
多
分
こ
れ
は
感
覚
の
問
題

聞
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
を
訪
れ

闇
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
日
本

国

へ
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
す

圃
る
は
ず
で
す
。

圃

最
初
か
ら
在
日
期
間
が
決
ま

っ

て
い
た
の
で
、
時
折
物
事
や
経
験
の
評
価

の
仕
方
が
日
本
人
と
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

時
間
が
無
限
に
あ
れ
ば
、
物
事
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
せ
ん
が
、
私
に
は

3
年
間
し
か

な
か
っ
た
の
で
、
全
て
の
こ
と
が
本
当
に

大
切
で
し
た
。
湯
豆
腐
が
皆
さ
ん
以
上
に

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
た
理
由
は
、
こ
こ
に

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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台遊園 (花巻温泉)設計参考図 (各種
橋の図) ・岩手県花巻市・ 大正11年
花巻温泉株式会社所蔵

遺
作

「
花
巻
温
泉
」

は
今
も

《
安
平
加
歳
の
大
仕
事
》

台
遊
園
(
岩
手
県
花
巻
市
)
は
、
大
正
打
年
盛
岡
電
気
工
業

株
式
会
社
の
依
頼
に
よ
り
長
岡
安
平
の
手
に
よ
り
設
計
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
安
平
の
公
園
設
計
と
し
て
は
最
後
の
設
計
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
台
遊
園
の
設
計
は
、
台
遊
園
設
計
図
、
台

遊
園
設
計
書
、
参
考
図
に
よ
り
成
り
、
花
巻
温
泉
株
式
会
社
に

は
今
も
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
遊
園
の
設
計
方
針
と
し
て
、
天
然
の
景
観
を
生
か
し
て
自

然
保
護
の
考
え
方
を
貫
き
、
最
小
限
の
手
を
加
え
る
の
み
と
し
、

景
勝
を
い
っ
そ
う
引
き
立
た
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

台
遊
園
の
配
寧
計
画
は
、
遊
園
地
全
体
を
5
0
区
画
に
分
け
、

小
遊
園
と
広
大
な
地
域
に
ま
た
が
る
台
遊
園
の
ニ
つ
の
設
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。
台
遊
園
に
つ
い
て
は
、
台
川
の
急
流
と
不
動

滝
な
ど
の
景
観
に
富
む
と
こ
ろ
は
、
飛
び
石
な
ど
を
置
き
散
策

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
中
流
の
浅
瀬
な
ど
は
子
供
た
ち
が
泳

げ
る
よ
う
に
遊
泳
場
と
し
コ
イ
、
フ
ナ
な
ど
を
放
し
つ
り
場
と

し
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
林
の
中
に
は

運
動
場
を
設
け
、
夏
の
夜
間
に
は
野
外
劇
場
と
し
て
も
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
圏
内
に
は
、
東
屋
、
喫
茶
底
、
割
烹

庖
、
橋
、
ベ
ン
チ
、
便
所
な
ど
を
、
設
け
る
が
構
造
は
周
辺
と

の
調
和
を
考
え
数
寄
屋
造
り
と
し
、
ま
た
各
所
に
飲
料
水
井
を

設
け
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱
し
な
い
よ
う
に
寵
を
用
意
し

た
り
、
圏
内
の
入
口
及
び
旧
跡
名
所
、
珍
し
い
老
木
等
に
は
和

英
ま
た
は
和
仏
両
文
に
よ
る
説
明
文
を
掲
示
し
ま
し
た
。

台
遊
園
の
設
計
以
外
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
あ
る
の
が
、

当
時
花
巻
温
泉
は
温
泉
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
約
2
M
ほ
ど
山

部
に
あ
る
台
温
泉
か
ら
木
管
と
鉄
筋
管
を
利
用
し
湯
を
引
き
ま

し
た
。
そ
の
条
件
と
し
て
、
花
巻
温
泉
ま
で
鉄
道
を
設
置
す
る

計
画
で
あ
っ
た
た
め
、
つ
い
で
に
台
温
泉
ま
で
鉄
道
を
設
置
す

る
と
い
う
条
件
で
湯
を
引
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
育
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念

物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

台
温
泉
ま
で
は
鉄
道
は
引
け
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

安
平
は
台
遊
園
の
設
計
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
ま
す
。

.
公
園
の
価
値
は
最
初
の
方
針
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
な
り
と

い
え
ど
も
、
こ
れ
が
実
施
に
際
し
施
設
よ
ろ
し
き
を
得
ざ
る
に

お
い
て
は
以
て
非
な
る
も
の
な
り
。
い
た
ず
ら
に
多
額
の
経
費

を
浪
費
し
、
衆
庶
の
期
待
に
そ
む
き
、
美
観
を
そ
こ
な
い
、
品

位
を
傷
つ
け
る
を
も
っ
て
、
よ
く
設
計
の
本
旨
を
了
解
せ
る
技

術
者
を
撰
し
、
そ
の
方
針
を
誤
ら
ざ
る
よ
う
に
注
意
す
。

而
し
て
自
然
の
景
趣
を
主
と
す
る
公
園
に
お
い
て
は
技
巧
に

陥
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
粗
野
に
過
ぐ
る
を
可
と
す
。
世
間
往
々
公

園
当
事
者
に
し
て
庭
園
術
に
多
大
の
興
味
を
持
つ
あ
ま
り
、
山

間
幽
蓬
(
ゅ
う
す
い
)
の
地
に
小
規
模
な
る
庭
園
的
技
巧
を
撞

(
ほ
し
い
ま
ま
)
に
せ
し
も
の
あ
り
。
こ
れ
ら
は
識
者
の
輩
盛

(
ひ
ん
し
ゅ
く
)
を
招
く
に
至
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
道
路
を
改
修
す
る
に
当
た
り
、
単
に
土
木
的
見
地
よ
り

し
て
あ
ま
り
に
勾
配
に
注
意
せ
し
結
果
、
過
大
に
そ
の
延
長
を

増
し
、
散
策
者
に
疲
労
を
与
え
、
景
趣
を
そ
こ
な
い
、
ま
た
多

く
の
切
り
盛
り
土
の
結
果
、
優
秀
な
る
林
地
は
赤
裸
の
岩
山
と

な
り
し
実
例
少
な
か
ら
ず
。

圏
内
の
建
築
物
に
お
い
て
過
度
の
風
流
を
弄
し
結
果
、
周
囲

の
景
趣
と
調
和
を
欠
き
、
脆
弱
に
し
て
公
開
す
る
に
耐
え
ざ
る

ご
と
き
も
の
少
な
か
ら
ず
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
掛
員
の
本
務

に
熱
心
な
る
結
果
に
起
こ
り
し
失
敗
な
り
と
は
い
え
ど
も
、
か

く
て
は
公
園
の
殿
堂
の
意
義
を
没
却
す
る
こ
と
と
な
る
べ
し
。

以
上
開
陳
せ
し
注
意
箇
条
は
蛇
足
の
き
ら
い
あ
る
も
各
公
園

の
失
敗
に
鑑
み
、
特
に
ご
注
意
を
乞
う
次
第
な
り
。

こ
の
一
文
は
、
今
日
の
公
園
建
設
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

の
公
園
建
設
に
つ
い
て
も
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
一
文

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
骨
£
副
主
計
鴎

花巻温泉現況写真

台遊園設計図・岩手県花巻市
大正11年・花巻温泉株式会社所蔵

長岡安平顕彰事業実行委員会
委員 大塚幸人
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みんなの

健康
手足口病と日光皮ふ炎について

今
回
は
夏
の
皮
ふ
病
の
代
表
と
し

て
、
手
足
口
病
と
日
光
皮
ふ
炎
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
手
足
口
病
で
す
が
、
主
と
し

て
乳
幼
児
に
多
く
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
流
行
し
ま
す
。
病
原
体
は
ウ
ィ

ル
ス
で
あ
り
、
コ
ク
サ
ツ
キ
l
A
路

型
と
エ
ン
テ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
九
型
に
よ

る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
コ
ク
サ
ツ
キ

l
A
4

型、

A
5
型、

A
m
型
に
よ
る
も
の

も
あ
る
た
め

2
回、

3
回
と
躍
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
手
の
ひ
ら
、

足
の
底
、
口
の
中
、
お
尻
の
回
り
、

膝
な
ど
に
小
水
泡
が
み
ら
れ
ま
す
。

口
の
中
に
多
数
の
水
庖
が
で
き
る
と

痛
い
の
で
、
食
欲
が
低
下
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
感
染
力
が
強
い
の
で

保
育
園
や
幼
稚
園
や
家
庭
内
で
集
中

本田皮ふ科アレルギ一科

本 田実

的
に
発
生
し
、
ま
れ
に
成
人
が
躍
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
足
口
病
の
治

療
は

2
次
感
染
予
防
の
た
め
抗
生
物

質
を
処
方
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
3
1
4
日
の

安
静
で
な
お
っ
て
し
ま
う
予
後
良
好

な
病
気
で
す
。

し
か
し
最
近
、
お
度
以
上
の
発
熱

や
幅
吐
な
ど
脳
症
状
を
示
す
手
足
口

病
が
知
ら
れ
て
お
り
、
エ
ン
テ
ロ
ウ

ィ
ル
ス
九
型
に
よ
る
髄
膜
炎
の
た
め

と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
合

に
は
入
院
治
療
も
必
要
と
な
り
ま

す
。つ

ぎ
に
日
光
皮
ふ
炎
(
日
焼
け
)

に
つ
い
て
。

太
陽
の
紫
外
線
が
長
時
間
あ
る
い
は

強
く
皮
ふ
に
あ
た
る
こ
と
で
、
真
っ

赤
に
な
っ
た
り
水
癌
が
で
き
た
り
し

て
、
や
け
ど
と
同
じ
状
態
に
な
り
ま

す
。
症
状
が
強
い
と
入
浴
も
で
き
な

い
ほ
ど
痛
み
を
伴
い
ま
す
。
真
っ
赤

に
な
っ
た
場
合
は
ス
テ
ロ
イ
ド
が
含

ま
れ
る
ロ
ー
シ
ョ
ン
や
軟
膏
を
塗
る

だ
け
で
だ
い
た
い
な
お
り
ま
す
。
水

泡
が
で
き
た
時
は
や
け
ど
(
熱
傷
)

と
同
じ
処
置
を
必
要
と
し
ま
す
。
消

毒
剤
と
と
も
に
潰
蕩
に
使
う
塗
り
薬

が
使
わ
れ
ま
す
。
2
次
感
染
予
防
の

抗
生
物
質
の
内
服
も
必
要
で
す
。
最

重
症
の
日
光
皮
ふ
炎
で
も
だ
い
た
い

2
週
間
あ
れ
ば
治
癒
し
ま
す
。

近
年
、
地
球
を
と
り
ま
く
オ
ゾ
ン

層
が
破
壊
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
オ

ゾ
ン
層
が
減
少
す
る
と
有
害
な
紫
外

線
が
地
球
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
重
症
の

日
光
皮
膚
炎
や
皮
ふ
癌
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

有
害
な
紫
外
線
と
は
中
波
長
の
紫

外
線
B
の
こ
と
で
す
。
少
量
の
紫
外

線
B
は
オ
ゾ
ン
層
を
通
過
し
て
き
ま

す
が
、
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と

大
量
の
紫
外
線
B
が
地
球
に
届
き
皮

ふ
に
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
特
に
レ
ジ

ャ
ー
や
海
水
浴
な
ど
に
出
か
け
る
時

は
、
紫
外
線
対
策
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
最
近
は
多
く
の
サ
ン
ス
ク
リ
ー

ン
剤
が
有
り
ま
す
の
で
、
紫
外
線
吸

収
剤
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
や
、

S
P
F
値
な
ど
に
注
目
し
て
自
分
に

あ
っ
た
も
の
を
購
入
さ
れ
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

以
上
2
つ
の
疾
病
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
し
た
が
わ
か
ら
な
い
点

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
皮
ふ
科
専
門

医
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

致
し
ま
す
c

フラワーフ工スタ開催
日時 9月23日(土)午前9時~午後 3時

場所 市民会館および市民会館横駐車場

'k
r
 

リ
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ジ
ケ

ツ

一

レ
マ

カ
一一

リ
ワ
フ

一
フ
・
一

フ
卜
ニ

・
ス
モ

室
テ
レ

教
ン
セ

グ
コ
ン

ン
ク
一

二
ン
ル

{
ア
二
、
ハ

一
日
ア
ル

Y}

ガ
一
一
な

.
ガ
メ
売

卜
ナ
一
販

ン
テ
ワ
他

ベ
ン
ラ
の

イ
コ
フ
そ

フラワーエ-JLJ \JL-~
花の種の入った1000個の風船に願い事を書いて

一斉に飛ばします。(年齢制限はありません)
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国さ 国

保会主
と、書

交 イ保

通 3会
事怒
飯ミ

者
の
巴

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
0
)

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
場
合
、
被
害
者
に
重
大
な
過
失
が
な

け
れ
ば
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
を
使

っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
医

療
費
は
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。
そ
こ
で
国
保
は
被
害
者
に
代

っ
て
負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
加
害
者

市役所

ft53・4111(代表)

第
刊
は
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

奨
励
賞
「
ひ
孫
と
仲
良
く
1
」

溝
江
三
重
子
さ
ん
の
作
品

に
請
求
し
、
返
し
て
も
ら
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
み
や
か
に
警

察
に
届
け
、
警
察
署
(
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
)
が
発
行
す
る
「
事
故
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
届
け
出
を

国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
と
き
に

は
、
必
ず
国
保
の
窓
口
に

「第
三
者
行

為
に
よ
る
被
害
届
」
に
「
事
故
証
明
書
」

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

示
談
は
慎
重
に

示
談
の
成
立
の
仕
方
に
よ

っ
て
は
、
国

保
が
加
害
者
に
医
療
費
が
請
求
で
き
な

い
(
国
保
が
使
え
な
い
)
場
合
が
あ
り

ま
す
。
示
談
は
慎
重
に
、
国
保
と
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、

6
月
に
受
診
さ
れ
た
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
が
締
め
ら
れ
な
い

と
き
は
皐
め
に
ご
棺
談
を

保
険
年
金
課

年
金
係

(
1
1
3
・
1
1
4
)

年
金
は
加
歳
か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で

の
幼
年
問
、
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
、
保
険

料
の
免
除
期
間
お
よ
び
カ
ラ
期
間
を
合

計
し
て
最
低
お
年
以
上
の
期
間
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
第
1
号
被
保
険
者
の

方
で
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な

方
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納

め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
そ
の
ま
ま

未
納
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
年
金

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免
除
に
は
次
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
方

②
国
民
年
金

・
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
障
害
年
金

(
1
級
・

2
級
)
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

申
請
免
除
(
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
)

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
経
済
的
に
お
困
り
の
方

②
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の

理
由
の
あ
る
方

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
老
齢
基
礎
年

金
は
通
常
の
3
分
の
ー
に
な
り
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

日
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
(
追
納
)
。
追
納
す
る
と
、

将
来
の
年
金
額
が
通
常
に
一
戻
り
ま
す
。

た
だ
し
、

当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額

が
つ
き
ま
す
。

学
生
の
場
合
は
平
成
世
年
4
月
か
ら
制

度
が
か
わ
り
ま
し
た
(
学
生
納
付
特
例
)

本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
は
受
給
資
格
期

間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
(
カ
ラ
期
間
)
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

m年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
(
追
納
)
。
追
納
す
る
と
、

将
来
の
年
金
額
が
通
常
に
戻
り
ま
す
。

た
だ
し
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額

が
つ
き
ま
す
。

-
留
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
!

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
と
つ
い
う
っ
か

り
納
め
忘
れ
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
人
に
は
、
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の

金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳

お
よ
び
届
出
印
を
持
参
の
う
え
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
保
税
係

(
1
1
6
・
1
1
7
)

年
金
係

(
1
1
3
・
1
1
4
)

9
月
4
日
か
ら

福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
の
更
新
手
続
き
を

行
い
ま
す

福
祉
課
(
内
線
1
5
5
)

障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・
単
婦
・

寡
男
・
老
保
障
害
・
父
子
の
各
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有

効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
へ
は
、

8
月
中

旬
ご
ろ
通
知
は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
は
が
き
は
更
新
手
続
き
ま
で
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

.
印
か
ん
・
健
康
保
険
証
・
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証
・
通
知
は
が
き
・

障
害
者
医
療
の
受
給
者
は
身
体
障
害
者

子
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
平
成
ロ
年
の

1
月
2
日
以
降
に
大
村

市
に
転
入
し
て
き
た
人
、
ま
た
は
扶
養

義
務
者
が
市
外
の
場
合
に
は
、
平
成
日

年
分
の
所
得
証
明
書
と
平
成
ロ
年
度
分

の
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
更
新
手
続
き
を
し
な
い
と
日
月
診
療

分
か
ら
の
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は、

9
月
日
日
制
か
ら
福
祉
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

午前 9時30分~午後 4時

対象地区 日 程 場 戸万

福重 ・三浦・鈴田 9月4日(月)鈴田 ・三浦・福重出張所

竹松・ 萱瀬・松原 9月5日(火)竹松 ・萱瀬 ・松原出張所

西大村 (障害者・老保障害) 9月6日(水) 中地区公民館

西大村 (母子 寡婦・単婦 親父子) 9月7日(木) 中地区公民館

大村(障害者・老保障害 ) 9月8日(金)市役所福祉課前

大 村 (母子 寡婦単婦寡男父子) 9月11日(月)市役所福祉課前

準世帯 9月12日(火)市役所福祉課前

15 

受付更新日程



市役所

ft 53-4.111 (代表)

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
試
験
事

務
室

(
8
0
9
5
8
4
2

5
2
2
0
)
ま
た
は
長
崎
県
介
護

保
険
課

(
2
0
9
5
8
2
4

1
1
1
1
1
)
 

介
護
麦
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
話
験

試
験
日
時
日
月
ロ
日
間
、
午
前
日
時

開
始
試
験
会
場
長
崎
市
:
・
長
崎
総

合
科
学
大
学
・
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
佐
世
保
市
・
:
長
崎
国
際
大
学

受
験
料

7
、
3
5
0
円
受
験
資
格

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
合
計
5
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
等
(
詳

細
は

「受
験
の
手
引
き
」
に
掲
載
)

受
験
申
込
書
配
布
場
所
長
崎
県
社
会

福
祉
協
議
会
・
各
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
・
各
市
町
村
介
護
保
険
担
当
課
・

県
福
祉
事
務
所
・
保
健
所
・
長
崎
県
介

護
保
険
課

受
験
申
込
受
付
期
間

9
月
4
日
刊

l

m日
同国

(
当
日
消
印
有
効
)

{
介
護
支
援
専
門
員
の
概
要
}

。
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
)
と
は
、
介
護
保
険
法
の
中
で
規
定
さ

れ
て
お
り
、
要
介
護
者
等
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
そ
の
心
身
の
状
況
な
ど
に
応

じ
た
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
市

町
村
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
介
護

保
険
施
設
等
と
の
連
絡
調
整
(
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
)
を
行
う
者
で
す
。
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
お
よ
び
介
護
保
険
施

設
(
特
別
老
人
ホ
1
ム
・
老
人
保
険
施

設
・
療
養
型
病
床
群
等
)
に
お
い
て
は
、

， 
b 

配
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
介
護
支
援
専
門
員
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
(
ケ
ア
プ
ラ
ン
)
の
作
成
や
市

町
村
か
ら
委
託
を
受
け
た
場
合
に
は
要

介
護
認
定
の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
養
成

講
座

(
3級
課
程
)
開

催

社
会
福
祉
協
議
会

(岱
⑮
1
3
5
1
)

現
在
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
今
後

従
事
し
よ
う
と
お
考
え
の
方
の
た
め
の

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
養
成
講
座

(
3級
課

程
)
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
で
全
過
程
(
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
)
受
講
可
能
の
方

※
こ
の
研
修
は
、
全
科
目
受
講
し
な
け

れ
ば
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
せ
ん
。

定
員
的
人
(
希
望
者
多
数
の
場
合
、

抽

選

)

期

間

{

講

義

(

却

時

間
)
・

実
技
(
日
時
間
)
}
日
月
5
日

同
1
1
月
日
日
肘

の
毎
週
木
曜
日

一
実
習

(
8時
間
)
}
日
月
百
日
樹
l
ロ

月
日
日
闘
の
間
で
2
日
程
度

時

間

午

前
9
時
j
午
後
5
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
※
車
の

乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
3
、
4
0
0
円
は
実
費
)
申
込
方

法
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
返
信
用
は

が
き
表
に
も
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
)
※
申
し
込
み
は
、
は
が

き
l
枚
に
つ
き
1
人
限
り
有
効
。

申
込
期
限

9
月
6
日

ω
(当日
消
印

有
効
)
申
込
先
大
村
市
社
会
福
祉

協
議
会
(
一
T
8
5
6
0
8
2
5
西
三

城
町
8
番
地
)

し、 5
さき 月
し、 5
き 日
下
水
道
フ
エ
ス
タ

下
水
道
業
務
課
(
内
線
4
1
2
)

9
月
日
日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

で
す
。
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水

道
整
備
の
重
要
性
や
下
水
道
に
対
す
る

一
層
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、

「
い
き
い
き
下
水
道
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

9
月
9
日
回
、
午
後
l
時
j

4

時
場
所
親
和
銀
行
大
村
支
屈
前
広

場
内
容
下
水
道
ク
イ
ズ
(
賞
品
・

参
加
賞
あ
り
)
・
下
水
道
器
具
、
パ
ネ

ル
の
展
示
・
下
水
道
グ
ッ
ズ
の
配
布
・

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
ほ
か

。
排
水
設
備
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
下
水
道

処
理
場
で
汚
水
を
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
を

「処
理
区
域
」
と
い
い
ま

す
。
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
処
理
区
域
内
の
家
庭
で
は
汚

水
を
直
接
下
水
道
に
流
す
た
め
の
「
排

水
設
備
」
が
必
要
で
す
。

-
ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
3
年
以
内
に

・
浄
化
槽
は
切
り
替
え
ま
し
ょ
う

。
水
洗
化
工
事
に
は
、
改
造
資
金
の
融

資
あ
っ
旋
を
行
っ
て
い
ま
す

融
資
あ
っ
旋
額
便
槽
1
か
所
に
つ
き

却
万
円
以
内
利
息
お
よ
び
償
還
方
法

貸
付
金
利
は
無
利
子
(
市
負
担
)
閃
か

月
以
内
に
お
い
て
毎
月
5
、
0
0
0
円

を
下
ら
な
い
額
を
元
金
均
等
償
還

※
条
件
・
原
則
と
し
て
処
理
開
始
後
3

年
以
内
に
行
う
改
造
工
事
で
あ
る
こ
と

。排水設備の工事は必ず、「指定工事庖jで

指定番号 指定工事庖名 営業所所在地 指定年月日

84 有限会社大菅設備 諌早市福田町5-27 平成12年6月1日

85 大志建設有限会社 諌阜市栄田町31-47 平成12年6月1日

86 株式会社八百山工務百 長崎市川平町1364 平成12年6月1日

87 豊工業株式会社 諌早市福田町47-15 平成12年6月1日

88 研進工業株式会社 諌早市真崎町1770 平成12年7月3日

89 有限会社吉田住設 諌早市栄田町48-44 平成12年7月3日

90 口卜・lレタサービス (株)長崎 諌早市八天町19-4 平成12年7月3日

大
村
市
指
定
給
水
装
器

工
事
事
業
者
の
指
定

- 16 

水
道
局
工
務
課
(
包
⑮

1
1
1
4
)

平
成
ロ
年
7
月
3
目
指
定

指
定
番
号
臼
・
株
式
会
社
九
電
工
大
村

営
業
所
(
杭
出
津
2
丁
目
6
8
6番
地
3
)

O
漏
水
調
査
の
お
知
ら
せ

水
道
局
で
は
、
限
り
あ
る
資
源

「水」

を
有
効
的
に
利
用
す
る
た
め
、
今
年
度

も
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
昼
間
・
:
各
家
庭
の
メ
ー
タ

ー
付
近
の
音
聴
調
査
夜
間
・:
道
路
埋

設
管
の
路
面
音
聴
調
査
等

調
査
期
間
平
成
ロ
年
9
月
1
日
j
平

成
日
年
2
月
お
日

※
調
査
を
お
こ
な
う
委
託
業
者
に
は
、

水
道
局
発
行
の
証
明
書
及
び
腕
章
を
携

帯
さ
せ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
水
道
局
工
務
課
給
水
係

(包
⑮

1
1
1
4
)

ホームステイ受入れ家庭募集
世界各国から参加した青年男女が、地域福

祉ボランテ ィア活動、ミ ュージカル公演など
様々な文化交流活動を行う非営利国際教育団
体 iupWith PeopleJの長崎訪問に伴い、本市
でのホー ムステ千 受 け入れ一般家庭を募集し
ます。ホームステイ 受け入れを希望される家
庭は申込先に電話でご連絡ください。詳細を
説明します。

受入期間 11月21日ω-30日(木)

募集家庭数若干

慣申込・問い合わせ

Up Withおおむら 大隈 Te1.55-4356 

n 



現
況
庖
〈
児
童
扶
養
手

当

)

・

所

得

状

況

届

(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

は
お
済
み
で
す
か
?

児
童
家
庭
課
(
内
線
1
5
3
)

現
在
、
現
況
届
(
児
童
扶
養
手

当
)
・
所
得
状
況
届
(
特
別
児
童
扶
養

手
当
)
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
が
な
い
人
ー
遅
れ
た
人
に
は
、

8

月
分
以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

9
月
日
日
卯

3
歳
以
上
の
児
童
手
当
の

申
請
は
9
月

m
gま
で
に

市
民
課
(
内
線
1
0
1
)

市役所

ft53・4111(代表)

-6月
か
ら
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る

範
囲
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
人
が
対
象
で
し
た
が
、

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
人
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
申
請
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
役
所
市

民
課
へ
(
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
へ
)

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
に
は
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
人
で

3
歳

以
上
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
さ

れ
て
い
る
人
は
、

9
月
お
日
ま
で
に

「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

「
秋
の
有
害
鳥
獣
駆
除
」

9
月
mm
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

6

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
遅
れ
る

と
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
し
か
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

手
当
月
額

第
1
子
・
第
2
子
:
:
:
5
、
0
0
0
円

第
3
子以降・・::・・・・・:・::・・・
1
万
円

.
大
村
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
、
大
村
市

を
転
出
さ
れ
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ

児
童
手
当
の
受
給
者
が
他
の
市
区
町

村
に
住
所
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
当
該

市
区
町
村
で
の
児
童
手
当
等
の
受
給
資

格
が
消
滅
し
、
転
出
後
の
市
区
町
村
で

手
当
の
受
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
新

た
に
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
転
出
後
の
市
区
町
村
で
の
手

続
き
に
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
転
出
の
際
に
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、
市
民

課
窓
口
・
各
出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

ご
み
収
集
車
を
公
売
し

ま
す契

約
管
財
課
(
内
線
2
8
3
)

物
件
塵
芥
収
集
車
1
台

平

成

6
年

式
ト
ヨ
タ
(
軽
油
車
)
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札
入
札
日
時
日
月
2

日
側
、
午
後
2
時

場

所

清

掃

セ

ン

タ
ー
(
森
園
町
)
入
札
保
証
金
入

札
見
積
金
額
の
1
0
0
分
の
5
以
上
の

期
間
9
月
時
日
j
叩
月
mw
日

場
所

現
金
代
金
納
入
方
法
即
納

※
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
・
成
長
分
野
雇
用

創
出
特
別
奨
駒
金

船
長
崎
県
雇
用
開
発
協
会

(
8
0
9
5
8
2
7
1
6
8
0
5
 

新
規
・
成
長
分
野
(
日
分
野
)
の
事
業

を
行
う
事
業
主
が
、
非
自
発
的
な
理
由

で
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
求
職
者
等

を
将
来
の
雇
用
を
前
倒
し
し
て
雇
用
す

る
と
新
規
・
成
長
分
野
雇
用
創
出
特
別

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
金
額
対
象
労
働
者
1
人
初
万
円

-
パ
ソ
コ
ン
申
級
銭
術
講
習
会

.
長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

-

(
8
0
9
5
1
8
4
6
1
9
0
3
0
)
 

女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就
業
条

件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

講
習
科
目
パ
ソ
コ
ン
中
級
(
表
計
算

3
級
検
定
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ

3
級
)

日

時

日

月

2
日
卯

i
ロ
月
1
日
倒

的
悩
日
間
(
第
2
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
)
、
午
前
日
時
j

U
時
加
分

募
集
定
員

M
入

場

所

国

際

情

報

科
学
専
門
学
校
諌
早
校
応
募
資
格

①
再
就
職
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を
し

て
い
る
女
性

②
全
日
程
出
席
可
能
な

人

③
ワ
ー
プ
ロ
で
叩
分
間
に
3
0
0

字
程
度
の
文
字
が
打
て
る
人
受
付
期

間

9
月
日
日
開
か
ら
定
員
に
達
す
る

ま
で
申
込
方
法
国
際
情
報
科
学
専

市
内
一
円

置
問
い
合
わ
せ

門
学
校
諌
早
校
事
務
室
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
そ
の
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
9
月
お
日

ωに

簡
単
な
面
接
選
考
を
行
い
ま
す
。

「
倒
長
崎
県
出
か
せ
ぎ
援

護
協
会
」
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
!

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
村

(包
⑫
8
6
0
9
)

出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
方
が
出
か
せ
ぎ
先

や
赴
任
お
よ
び
帰
郷
途
中
に
お
い
て
事

故
・
病
気
で
入
院
休
業
し
た
時
や
留
守

宅
が
火
災
に
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格
県
民
で
あ
っ
て
1
か
月
以

上
1
年
未
満
の
期
間
、
居
住
地
を
離
れ

て
他
に
雇
わ
れ
て
就
労
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
就
労
後
当
該
市
町
村
に
帰
る
人

年
会
費

8
0
0円

有
効
期
間
会
費
を
納
入
し
た
日
か
ら

1
年
間銃

砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

県
文
化
課
(
包

0

9

5

8

2

4

1

1

1

1

内
線

3

3

8

3
)

・
所
轄
署
お
よ
び
派
出
所
・

各
教
育
事
務
所
お
よ
び
市
町
村
教

育
委
員
会

日
時

9
月
日
日
側
、
午
後
1
時
j
3

時
場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
)
持
参
す
る
も
の

①
当
該
銃
砲

万
剣
類
②
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
③
審

査
手
数
料
新
規
登
録
審
査
手
数
料
・
:

1
件
6
、
3
0
0
円
・

登
録
証
再
交
付

審
査
手
数
料
:
・

1
件
3
、
5
0
0
円

農
林
水
産
課
(
内
線
2
5
2
)

i 

(
手
数
料
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
で
変

更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)

こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

(包
⑭
9
1
2
4
)

精
神
障
害
等
の
方
々
が
中
心
と
な

っ

て
、
自
分
達
で
作
っ
た
様
々
な
作
品
を

展
示
即
売
し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ

て
歌
や
ト
1
ク
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

ま
す
。

日
時

9
月
初
日
出
、
午
前
日
時
加
分

l
午
後
3
時
加
分
場
所
シ
l
ハ

ッ

ト
お
お
む
ら
テ
l
マ
「
み
な
さ
ん

と

一
緒
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
0

1
だ
か
ら
あ
な
た
も
参
加
し
て

i
」

入
場
料
無
料

-
市
民
公
開
講
座

.

市
立
病
院
(
岱
⑫
2
1
6
1
)

専
門
の
医
師
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
く
講
義
し
ま
す
。

日
時

9
月
初
日
目
、
午
後
1
時
加
分

j
3
時
ぬ
分
会
場
シ

1
ハ
ッ
ト
お

お

む

ら

入

場

料

無

料

演

題

「
大
丈
夫
で
す
か
?
あ
な
た
の
心
臓
」

i
心
臓
血
管
病
の
予
防
と
治
療
i

講

師
市
立
病
院
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー

医
師

(
3名
)

医
療
相
談
と
パ
ネ
ル
展
講
座
終
了

後
、
さ
く
ら
ホ
l
ル
玄
関
ロ
ビ

l
で

「医
療
相
談
と
パ
ネ
ル
展
示
」
を
行
い

ま
す
。

時
間

17-

午
後
3
時
的
制
分
1
4時
加
分



市役所

ft53・4111(代表)

都
市
計
画
課
(
内
線
4
3
1
)

近
代
公
園
の
先
駆
者

長
岡
安
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

長
岡
安
平
は
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
、

大
正
期
に
全
国
の
公
園
の
設
計
者
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
し
い
功

績
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
日
月
日
日
働

-
U
日
出

、
午

前
日
時
i

場

所

シ

1
ハ
ッ
ト
お
お

む
ら
内
容
基
調
講
演
進
士
五
十

八
氏
(
日
本
造
園
学
会
会
長
)
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
・

N
H
K
趣
味

の
園
芸
講
師
平
城
氏
に
よ
る
実
演
会
・

モ
デ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
展
示
・
花
苗
無
料

配
布

圃
老
人
作
昆
展

-

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
5
9
)

市
民
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

9
月
7
日
同

i

9
日
出

、
午

前
9
時
j
午
後
4
時

場

所

福

祉

セ

ン
タ
ー
展
示
晶
子
芸
・
工
芸
・
絵

画
・
書
・
盆
栽
・
陶
芸
品
・
写
真
等

時
ミ
リ
映
写
機
操
作
認

定
講
習
会

コ
ミ
セ
ン

(宮
⑪
3
1
6
1
)

受
講
者
に
は
「
操
作
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
、
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
を
利
用

で
き
ま
す
。

ノ、

日
時

9
月
四
日

ω・
初
日
側

、
午

後
6
時
ぬ
分
1
8時
加
分
※
両
日
と

も
受
講
必
要
場
所
コ
ミ
セ
ン
対

象

一
般

成

人

定

員

初

人

受

講

料

無

料
9
月
m
iお
日
は
「
動
物
愛
護
週
間
」

吾
犬
の
望
親
さ
が
し

大
村
獣
医
師
会
事
務
局

(
8
0
9
5
6
1
8
3
1
3
1
4
7
)
 

犬
を
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た

方
、
新
た
に
飼
い
始
め
た
い
方
は
こ
の

機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
お
日
側
、
午
前
日
時
i
m

時
加
分
ま
で
受
付
・
日
時
加
分
l
U時

ま
で
抽
選
場
所
農
協
大
村
事
業
本

部
横
グ
ラ
ン
ド
内
容
生
後
3
か
月

以
内
の
子
犬
の
里
親
を
探
し
ま
す

※
直
接
、

子
犬
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
里
親
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
、

連
れ
て
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

長崎空港

f空の日フェスタj

9/1S@ 10: 00~17: 00 
※雨天の場合は、 s月23Bに延期0

.場所 長崎空港(花文字山前の広場)

.問い合わせ

大阪航空局長崎空港事務所 Te1.53-6151

地
球
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
昂
募
集

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
2
)

内
容
地
球
環
境
問
題
(
地
球
温
暖
化
、

資
源
の
再
利
用
な
と
)
、
地
球
環
境
保

全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
も
の
で
あ

れ
ば
自
由
で
す
。

応
募
資
格
市
内
の
小
学
3
1
6
年

生
、
中
学
生
応
募
点
数

1
人
1
点

(
画
用
紙
の
大
き
さ
は
4
つ
切
)

応
募
期
間

9
月
1
日
働
j

m
日

ω

応
募
先
市
環
境
保
全
課
(
〒

8
5
6

1
8
6
8
6玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

姉
妹
都
市
(
伊
丹
市
)
提
携
初
周

年
記
念
事
業
へ
の
お
さ
そ
い

観
光
物
産
課
(
内
線
2
4
2
)

本
市
と
姉
妹
都
市
の
兵
庫
県
伊
丹
市

と
の
初
周
年
記
念
事
業
が
日
月
に
伊
丹

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
姉
妹
都
市
親
善

協
会
で
は
、
記
念
事
業
へ
の
参
加
を
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

旅
行
日
程

U
月
日
日
倒

i
H
日
出

(
記
念
事
業
お
よ
び
京
都
観
光
)

所

要

経

費

約

5
万
5
、
0
0
0
円

募
集
人
員
約
白
人
程
度
(
定
員
に
な

り
次
第
締
切
)
申
込
方
法
官
製
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

申
込
先
〒

8
5
6
1
8
6
8
6

玖

島
1
丁
目
お
番
地
大
村
市
役
所
観
光

物
産
課
内
「
大
村
市
姉
妹
都
市
親
善
協

会
事
務
局
」

募
集
締
切

9
月

m日
倒
必
着

平
成
ぼ
年
度

私
立
鈎
稚
園
富
男
募
集

各
幼
稚
園
へ

対

象

平

成
7
年
4
月
2
日
j
平
成

m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

願
書
配
布
叩
月
2
日
開

i
n日
倒

願
書
受
付
期
限
日
月
日
日
側

※
詳
細
は
各
幼
稚
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
村
聖
母
幼
稚
園
(
包
⑫

2
0
4
8
)

長
崎
星
美
幼
稚
園
(
包
⑫

2
4
7
3
)

向
陽
幼
稚
園
(
包
⑮

6
2
6
2
)

聞
自
衛
官
募
集

-

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

聞

(宮
⑫

6
2
1
7
)

O
看
護
学
生

受
験
資
格
高
卒

(
見
込
み
)
で
辺
歳

未
満
の
女
子

試
験
日
目
月
お
日
倒

。
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
紅
歳

未
満

試
験
日
日
月
4
日
出

・
5
日
刷

。
妨
衛
大
学
校
生

受
験
資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満

試
験
日
日
月
日
日
国

・
ロ
日
間

受
付
期
間
(
全
種
)

9
月
M
H

日
同

i
m
月
日
日
働

-応募先 ・問い合わせ
干856-8686 玖島1丁目25番地
大村市役所都市計画課

「森園公園ケヤキの木愛称募集」係
TEし53-4111 (内線431)

一 18-

資格 小・中学生
作品は、未発表のもので 1人 1点とします。
はがきに、愛称・郵便番号・住所・氏名・年齢
電話番号を必ず記入のうえ、応募してくださし、。
採用作品(1人)と優秀作品 (10人)に大村ライ
オンズクラブから記念品を贈ります。
応募期限 9月25日(月)当日消印有効

品
集

内初
募

町化
称

需
要
森園公園の芝広場の大きい木に

公園のシンボルツリーとして

皆さんに愛されるネーミング

(愛称)を募集します。



市役所

ft53・4111(代表)

市職員採用試験
試験区分 試験職種 戸:.x丞- E食 資 格

~T 政 昭和47年 4月2日から昭和54年 4月 1日までに生まれた人

大学卒業程度 一級月建末築士または二級建得築見士の免許を有する人昭(平和成13年

建 築 3 日までに免ま許取 込みの人を含む)で 44年 4
月2日以降に生れた人

保健婦(士) 保得健見婦込 (士)人の免含許む)を有する人年(平成13年4降月末に生日までに免人許取
み の を で昭和471f-4月2日以 まれた

短大卒業程度 看護婦(士) 看得護見婦込(士)の免含許む)を有する人年(平成13年4降月末日までに免人許取
みの人を で昭和491f-4月2日以に生まれた

臨床工学技士 得臨床見工学技の人士の含免む許)をで有昭す和る5人0年(4平月成2日13以年降6月に末生日までに免許取
込みを まれた人

一般事務 昭和54年 4月2日から昭和58年 4月 1日までに生まれた人

高校卒業程度
看護助手 昭(た和だ5し4、年短4期大月学2程日度以か上らの昭学歴和を5有8年する4人月、 1 日までに生みのま人れを除たく人) 

又は有する見込

※行政、一般事務については、身体障害者手帳の交付を受けている人は状況により体力試験の全部または、
一部を免除します。

採用人員 各職種とも若干名 申込方法 所定の申込用紙(人事課または、 ( 
採用予定日 平成13年 4月 1日 各出張所にあり ます)に記入のうえ
申込期限 9月18日(月) 申し込んでくだ さい。

試験日 10月22日(日) 問い合わせ 人事課(内線272)

※詳しいことは、試験案内でご確認ください。

「田園のイタリア」 。 民国永沢まこと吃、』

永沢まこと著
マーカーペンと透明水彩絵具を使って、
著者独特の画風で描 くイタリア ・トス
カーナ地方の美しい田園風景のスケ ッ
チ集。なかで も、フ ィレンツ ェ全景を
3枚続きのパノ ラマで描いた作品はみ
ごとです。

寂聴 美の宴 (瀬戸内寂聴著)/ネパーランド (恩田陸著)/みんな
家族 (清水義範著)/山谷崖っぷち日記(大山史朗著)/ねむい幸福 (有
吉玉青著)/女王の百年密室 (森博嗣著)/おばけにな りたい 保健
室に逃げこむ子どもたち (田村文著)/バッハへの旅 (加藤浩子著)
/大人のスピード読書法 (中谷彰宏著)/陸蟹たちの行進 (文吉栄喜著)
/平安妖異伝 (平岩弓枝著)/江戸百夢 近世図像学の楽しみ (田中
優子著) /丸山浩路クサさに賭けた男 (NHK課外授業ょうこそ先輩製
作グループ他編)/ドリ ーン・ローリンのフラワ ーデザインテク ニッ
ク (ドリ ーン・ロー リン著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (包 .FAX⑫2457)

-19-

視聴覚ライブラリー

親子映画ム

9月9自国
10: 00~ 11 : 00 市コミセ ン
14 : 00~ 15 : 00 西大村コミセ ン

.金のがち ょう (アニメ25分)
・とうきちと なじ む (アニメ 18分)
圃三年寝太郎 (アニメ10分)

9月9日国
10: 00~11 : 00 中地区公民館

置忍たま乱太郎のがんばるしかないさ③(アニメ 10分)
・しらんぷり (アニメ21分)
.七つのほし (アニメ 12分)
・きつねとぶどう (アニメ 12分)

ft(52.) 3066 

(" 

t 



市役所

fl53・4111(代表)

.申込方法

往復はがきに住所・氏名・年齢・性別 ・電話番号・希望す

る講座名(1講座に 1枚)を書いて申し込んでくださ い。

申込多数の場合は抽選になります。結果は開講の 1週間程

度前までにはがきで通知します。

申央公民館後期講座

.受講料 無料 (ただし講座によっては教材費・運営費が必要です)

・申込期眼 9月14日(木)必着

量申し込み・問い合わせ

大村市中央公民館

2154-3161 
干856-0836幸町25-33

J
Z
 

F
一
気
吉
区

(コミセン)

Eヨ車置睡靖bill珊E

子洋森

E酒E彊翫司君・

成人20人

-・・・・E語圏直圃・・・・・

9 月 26 日 ~3月 13 日
毎月第2・4火曜日
19 : 30~21 : 30 全10回

-・・・・・D・Eヨ・・・・・・
花の魅力にふれ、花を楽しみ、暮ら

しの中に彩りましょう 。

-・圃・・E雪軍司・・・・・
フラワーカレッジ

武彦佐藤成人20人
9 月 28 日 ~2月 22 日

毎月第2・4木曜日
19 : 00~21 : 00 全10回

版画で絵手紙や年賀状など、創ってみ
ませんか。郷土色豊かな創作木版画
教室です。

だれでも楽しめる

木版画教室

みのぶ田川

親子12組
子どもは

小学4年生~
中学3年生

10 月 1 日 ~2 月 24 日
毎月隔週 日曜日
9 : 00~12 : 00 全10回

や
し

い
ま

思
め

の
高

へ
を

族
ン

家
ヨ、ン

び
一

学
ケ

を
二

本
ユ

基
ミ

の
コ

理
と
う

料
り
よ

室教
の
グ

し
ン

た
キ
山
市

わ
ツ
仰

と
ク
れ
れ

パ
子
地

パ
親
ゅ

午後6時30分.9月22日(金)開演

・ところ 市民会館
-入場料 1，500円

三遊事歌之介

チャリティートークショー ※入場券のお求めは、大村ライオンズ

クラブ事務局ヘ TEL52-2619 

-女子競艇選手募集中
14歳以上~21歳未満の男女
※昭和55年4月7日~昭和61年4月1日までに

生まれた人
170cm以下
男子 47kg以上55kg以下
女子 42kg以上50kg以下
裸眼で両眼とも0.8以上

男子
齢年

池田第一アパー ト (新築)

入居者募集
置募集戸数若干戸

※1階2DK.高齢小世帯向住宅
※家族数、年齢等の制限があります。 長

重
身

体
-申込期限 9月14日(木)
・家賃 収入によって異なります 0

・入居日 11月予定

・申込・問い合わせ
大村都市開発 (株)Te1.54-4151 

力ネ見

(社)長崎県モーターボート競走会
(n⑫ 6 1 9 4) 

.問い合わせ10月15日(日)締め切り

信
昆
宅
雌
瑚
一
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
隈

9
月
什
日
刊

抽

選

日

9
月
却
日
附
午
前
叩
時
1

入

居

日

叩
月
1
日
間

抽
選
場
所

副

配
劃
釦
引
船
山
£

E

住宅名 戸数 間取り 構造 階

東諏訪 3DK 簡2 1.2陪一体

竹 松 3 K 中耐4 2 

竹 松 3 K 簡2 1.2階一体

池 田 2 K 中耐4 4 

久原第2 3DK 中耐5 4 

古賀島 3DK 中耐4

中 央 2LDK 中耐3 3 
※公営住宅では、犬・猫等ペット類の
飼育・持ち込みはできません。

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ

っ
て

異
な
り
ま
す

※
池
田
は
単
身
者
も
入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(単
身
は
日
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

告
⑭
4
1
5
1

-
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
案
内
書
配
付

9
月
5
日
ω
l

申
込
期
間

9
月
刊
は
日
ω
l
u同
日
同

抽
選
日

9
月
お
日

ω

申
込
な
ら
び
に
用
紙
配
付
場
所

並
び
に
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社
大
村
事
務
所

東
三
城
町
6
1
1
(県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

2
階
)

(
宮

@
6
8
2
5
)

霊童⑫ 固お車でM
出張撮影 Eま宣誓重苦霊長幸三冠町"・・・・M而直也品，'.1.'.'.・r..・間・E・I・-;11ILPI r.:・-・制ヨ，... 
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j 

ね
月

8
己

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

場
所
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
:
・
市
営
野
球

場
・
補
助
グ
ラ
ン
ド
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
(
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
)
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
:
シ
l
ハ
ッ

ト
お
お
む
ら
(
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
)
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
:
・
ふ
れ
あ
い
健
康
広
場
(
市

立
病
院
跡
地
)
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
:

市
営
陸
上
競
技
場

※
な
お
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
出
場
チ
l
ム
は
現
在
予
選
中
で

す
の
で
、
次
回
掲
載
し
ま
す
。

※
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
オ
ー
プ
ン
競
技

で
す
。
チ
ー
ム
単
位
で
の
申
込
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
各
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

9
月
辺
日
幽

市役所

ft53-4111 (代表)

第

8
ロ
か
ん
ぽ

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ウ
ォ
i
ク

ラ
リ
i
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

日
時
日
月
紅
白
出
、
午
後
6
時
加
分

ス
タ
ー
ト
対
象
健
康
な
人
、
学
童

は
保
護
者
同
伴
定
員
先
着
1
、
0

0
0
人

コ

l
ス
市
営
陸
上
競
技
場

l
仏
舎
利
塔
(
約
比
キ
ロ
)
参
加
料

1
人
5
0
0円
(
保
険
料
含
む
)

※
当
日
徴
収
し
ま
す
の
で
釣
銭
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
保
険
の
関
係
上
、
日

月
日
日
悩
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
正
確
に
記
入
し
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
干
8
5
6
1
8

6
8
6

玖
島
1
丁
目
お
番
地
市
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

申
込
期
限
目
月
6
日
也

瞳量豊覇極圏盟関置議輯蝿

市
民
野
球
大
会

野
球
協
会

津
田
(
大
村
市
立
病
院
包
⑫

2
1
6

1
内
線
2
0
4
)

期

日

目

月

1
日
制

会

場

市

営
野

球
場
ほ
か
チ
I
ム
編
成
町
内
単
位

ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
(
協
会
登
録
選

手
は
1
チ
l
ム
3
人
ま
で
)

参
加
料

5
、
0
0
0円

申
込
期
限

9
月
辺
日
也

※
参
加
希
望
者
に
大
会
要
項
お
よ
び
申

込
書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

社
会
人
水
泳
教
室

市
水
泳
連
盟
事
務
局

梅
野
(
岱
@
3
8
4
2
)

期
日

9
月
M
日
制

j

u
月
お
日
間

、

毎
週
日
曜
日
、
午
後
6
時
1
7
時
加
分

場
所
屋
内
プ
l
ル

定

員

初

人

程

度

指

導

員

参
加
料

4
、

保
険
料
な
ど
)

市
水
泳
連
盟
指
導
員

0
0
0
円
(
入
場
料
・

近年、障害者の職場は拡大 しつつあ りますが、まだ

多 くの障害者の方が働く場を求めています。障害の壁

を越え て共に働 く社会の実現のために は、 障害者自身

の職業的自立への努力に加え、事業主の皆様並びに一

緒に働 く職場の皆様の理解と協力が不可欠です。 この

月間 を機に、 障害者の雇用問題に関心をいただき、更

にご理解を深めていただきますようお願いし ます。

ホコリとコシ包シト
トラッキシヴi之よる出火

冷蔵庫や洗濯機などのプラグはコンセント

に差し込んだままになっていませんか。永

い 聞に、すきまにほこりがたまり、これに

湿気が加わると火災になることが‘あります。

(トラッキング現象といいます) 差し込ん

だままのプラグも 1年に 1回は点検や清掃

をしましょう O

・九州電気保安協会 E⑭0859 大村事業所

口の中に当てはまる数字を答えてください。

同姓などの似たような名前の候補者がいる時に、
どちらへの投票力、区別し難い投票があった場合は、

候補者の得票数に応じて配分する 「按分」という処
理を行います。
例えば、大村太郎と大村花子という 2人の候補者

がいて、それぞれ2，000票と 1，000票を獲得している
とします。この時「大村jとだけ書いてある投票用
紙が 9票あ った時は、その 9票を按分により得票数
に応じて大村太郎に 6票、大村花子に口票を配分す
ることになります。

応募要領ree@@@vO| 

9月加入 280円

10月加入 240円

- 申し込み・問い合わせ

安全対策課 (内線214)

叶
斗
B

)

で

ψ
不

広

ま

M
国
γ
頚

但

川
町
平
入

国
司
訓

1

r
I

、4
1

L
小しド

※

応募締切 9月初日 (水)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者
多数の場合は抽選。当選者の発表は
発送をもって代えさせていただきます)

または各出張所

r 
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選挙管理委員会事務局 (8月号の正解/7).問い合わせ

365固いつでも

安心生活



市役所

怨 53・4111(代表)

わがまち自慢・再発見lシリーズ@

SINTRACLUBvOl.13 

は、おりづるや平仮名を教えました。

リカルドは、自分から積極的に練習

をしていました。だからおりづるも

平仮名もとても上達していきまし

た。おじいさんもおばあさんもとて

もやさしくて、いつも笑顔で話して

くれたのでとても気が楽でした。僕

たちは、このホームステイで、マク

ルシュさんに出会えてとてもうれし

く思いました。そして、この経験が

なにかに役立てればいいと思いま

す。この様なすばらしい経験ができ

て本当によかったです。

広樹

ホームステイ先のマルクシュさん

は、 4人暮らしで、おじいさん、お

ばあさん もすぐ近くに住んでい ま

す。マルクシュ夫妻は、お父さんの

カルロシュもお母さんのジャシンタ

も2人共とても僕たちに親切に接し

てくれました。そして、いろんな所

に連れていってくれたのでとてもい

p思い出ができました。大学生のア

ンドレイアは、バイトが休みの時な

どは、僕たちと話をして一緒に遊ん

でくれてとてもやさしかったです。

高校生のリカルドは年齢が近いため

か、 一番よく話をしました。僕たち

北JlI大村城南高等学校

平成9年 8月大村市はポルトガル共和国シン

トラ市と姉妹都市を結びました。平成9年以降

にシン トラ市を訪れた子供たちは、今も交流を

行っています。この子どもたちが、交流を通じ

て感じ学んだこと を掲載します。

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
き
い
ま
し
た
(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
神
原
恵
子
H
金

一一封
V
藤

原
キ
ミ
ヨ
日
金

一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
亀
山
進
リ

5
万
円

大
村
市
産
師
会
在
宅
介
護
支
援
部
へ

V

一
瀬
ス

ミ
エ
リ
3
万
円

池
田
保
育
所
へ

V
谷
村
京
子

。

一
般
寄
付

社
会
掻
祉
協
議
会
へ

V
海
添
重
夫

竹
松
小
学
校
へ

V
登
貴
和
木
会

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
松
尾
謙

・

小
下

一
義
)

V
前
舟
津
老
人
会
V
岩
本
庸
一
巳
V

坂
口
清
松
V
古
津
勝
治
V
古
津
ア
キ
エ

慈
恵
荘
へ

V
三
浦
武
H
m
万
円
V
赤
木
信
雄
V

下
川
信
義
V
永
測
屋
V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻
み
ち

子
V
菅
ひ
ろ
子
V
大
村
遊
魚
組
合
V
三
原
誠

へ
ん
パ

i
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
慈
恵
荘
へ

V
川
瀬
ウ

メ

H
m
万
円

三
彩
の
里
へ

V
郵
政
省
郵
務
局
日

1
5
3
万
円

V
さ
わ
の
い
本
庖
V
大
村
遊
魚
組
合

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
田
中
明
憲
V
満
野
春
夫
V

中
尾
義
秋
V
九
州
電
力
大
村
営
業
所
V
コ
ス
モ

ス
の
ふ
云

子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
日
1
万
円
V
東
勝
博

V
側

つ
く
も
納
豆
V
側
資
生
堂
社
会
福
祉
事
業

団
V
鈴
田
不
動
産

泉
の
呈
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支
部

V
登
貴
和
木
会
V
永
測
屋
V
小
野
望
人
V
大
村

小
学
校
敬
老
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
V
大
村
遊

魚
組
合
V
向
陽
高
校
看
護
科
V
川
上
和
子

光
と
緑
の
圏
へ

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
V
長
崎
純
心
大
学
短
期
大
学
B
B
S
ク

ラ
ブ
V
中
地
区
お
話
の
会
V
陸
上
自
衛
隊
大
村

部
隊
曹
友
会
V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
曹
友
会

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
上
曹
会

箕
望
荘
へ

V
す
み
れ
会
V
岩
本
虞
巳
ほ
か
V
山

道
マ
ツ

V
稲
本
恵
子

森建設工業は、郡川下流の河川敷約4，側 m'(二生
Lミ茂った雑草など、ボランテ ィアで清掃作業を
行いました。お疲れさまでした。
(7/7・郡:)11下流)

大村中央ライオンズクラブ設立20周年を記念し
て行われたコンサートの収益金を 「青少年健
全育成活動」に役立ててと市内 5団体に贈ら
れました。(7/24.市役所)

久原養護学校の生徒が造ったプランターの花
が、市役所やシーハットおおむらに設置され、
訪れる市民を楽しませています。

22-

KANRI 

建物のオペレーター建築主の掲の支援システム
建築の構想段階から完成後の維持管理まで建築主のサポート役としてその為だけに
徹する全国にも数少ない監理専門の会社です。あたりまえと思われている建築の設計
と施工の仕事不思議な事ばかり・・ ・ 是非お気軽に資料をご請求下さい

育限会社アイ.工ム.工ム建築監理事務所 代表取締役池田充正

TEL 53-3552 FAX 53-3255 E.mail:immnaga@mocha.ocn.ne.jp 
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... SEAHAT INFORMATION ... 

d・h シーハッ ト共催事業

-E・E・:::IIiII!.:轟iIJ四回目~.:5園田・

同時上映 〆〈〉ク.コ〆〈〉σ
9月10日Eさくらホーjレif
圃上映時間 ①10: 30~ ②13 : 30~ 
.チケッ ト

一般 (高校生以上) 前売900円 (当日 1，200円)
子供 (3歳以上中学生以下)前売700円 (当日900円)

[豪華なスタ ッフ・素敵なキャス卜]
声の出演:山本リンタ・市村正親・左とん平・悠木干帆
監督:杉井ギサブ口一
音楽構成:阿久悠

日蘭交流400周年記念事業

長崎街道ものがたり

「古渡り峠」

10月25日圃
大村市民会館

開場18: 30・開演19: 00 

長崎出身の劇作家、
阿部耕大の企画・演出

音楽監督:渋奇森久 作曲 :三木たかし・井上忠夫 製作:グループ・タ ック

-23 

都倉俊一

JBL(男子公式戦)松下vsアイシン 魯
“‘ シーハ ッ ト共催事業

10月29日正o: 00開場 (丘唾!?主主主主主fj
メインアリーナ・ 15: 00試合開始

.チケッ ト 大人2，000円・中高生1，500円・小学生1，000円 第33回パスケ y トポール
日本 リーク優勝チーム

[全席自由} 親子2，500円 (大人1人小学生以下1人) r JBし東芝レッドサンダース
キャンプ i門おおむら」

※チケッ ト取扱:市内スポーツ庖
シーハットおおむらスポーツ棟事務所

9 月 11 日 ( 月 ) ~15 日 (金)

永六輔

平成12年度文化庁移動芸術祭巡回公演

モダンダンス&フラメンコ
10月5日置さくらホール

開場18: 30・開演19: 00 .君主.
.チケット ES益重ヨ

{指定席A] 3，000円 (会員2，700円)可司...... 

[指定席B] 1，600円 (会員1，400円)

※立ち見 1，000円(会員900円)発売中11

[プロクラム]
「曲舞j野坂公夫 ・坂本信子作品
「フラメンコ・その神秘と情熱J小松原庸子作品
「祖国」西国尭作品

...シハットおおむら スポーツ棟事務所 m圃

午前9時~午後IDJ時・月日 休館、

t 

‘， 



あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっていま抗

このちの21世紀のために10月1目、国勢調査を実施しますo

ロ
川
鑑
針
合
計

σ

'
b
辺
↓
回
鴻
コ
・
線
4
4

U

庁

主

吋
オ

¥ 
〆~/\\

/¥  

/一 圃ミ ¥

:…さ
， f 

よ〆/ 

電/

ξ詞理主3

-Eむ量~-(J肝~{~r4Jj耐.，' します

e手主主ヨ陪否f.. ll~;.:;:~~~tti・

9月下旬から 、調査員が皆さんのお宅

に調査票を配りにお伺いします。調査

票がお手元に届いたら 、10月1日現在

の皆さんの状況 (男女の別、出生の年

月、就業状況、通勤・通学地など22項

目)を記入してください。

調査票に書かれたことが、他にもれる

ことは絶対ありませんので、ご安心く

ださ し、。

l

t
 

:

'
 

・一mi--
現起
------v

同

一一日
=
一
圃

聞
に
〔

.

調査票に・ー

調査票は、 10月9日までに調査員が受

け取りにお伺し、します。調査の結果は、

今年の12月から順次公表していきます。

調査の結果をもとに議員定数を決めた

り、 平均寿命を算出したり 、都市計画

を策定するなど、21世紀の国の施策や

まちづくりを進める基礎資料として、

いろいろな分野で活用されます。

.~E髄争
平成12年10月1日(日)

，E・、

』

E
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U44卦
剛山加
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叶
回
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淫

↓

m「
印
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4

4
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l 平成a年 度 国 勢 調 査 同

長崎県田Aロ晋想つイス懸貫雲集

①答えは、官製はがき 1枚に 1点を記入のこと。
②数字は、算用数字による こと。
③氏名 ・年齢・住所および電話番号を記入のこと。

応募要領

平成12年国勢調査が、 10月 1日現在で全国
一斉に行われます。県では、国勢調査に対す

る県民皆様の意識啓発と理解を深めていただ
くため、長崎県の人口予想クイズ懸賞募集を
行いますので、ふるってご応募くださし九

Iffia 
平成12年10月 1日現在の長崎県の
総人口は何人でしょうか?

※参考

平成 2年10月 1日現在の人口 (国勢調査 1，562，959人
平成 7年10月 1日現在の人口 (国勢調査1，544，934人
平成11年10月 1日現在の人口 (異動人口調査)1，526，256人 〒850・8570 長崎市江戸町2-13

長崎県統計課内 「長崎県人口予想クイズ係」
Tel.095・822・2858

締 切 10月16日(当日消印有効)

※なお、当選発表は、 平成13年 1月中旬に当選者本人へ直接お知 らせ します。

あ て 先

5万円
3万円
l万円
図書券(千円)

1等(l名)
2等(2名)

3等 (10名)
残念賞 (100名)

賞金

※国勢調査一のお出は大村市総脚内線~吋願いし訊 総務庁統計局 長崎県

-世帯数 32，434世帯 (+32)
「広報おおむら」は再生紙 (古紙40%)を使用しています。

-人口 85，614人 (+20) ・男 41，214人 (-6) ・女 44，400人 (+26)
※7月31日現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく )
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